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要　

旨

　

西
本
願
寺
二
代
目
能
化
・
光
隆
寺
知
空
は
承
応
の
鬩
牆
を
契
機
と
し
て
西
吟
教
学
か
ら
の
決
別
を
果
た
し
蓮
如
義
に
移
行
し
た
と
言
わ
れ
る
。

近
年
、
こ
れ
に
反
論
し
て
知
空
の
西
吟
教
学
継
承
を
説
く
動
き
が
顕
著
で
あ
る
。
ま
ず
、
本
稿
で
は
主
に
テ
キ
ス
ト
か
ら
検
証
さ
れ
て
き
た
知
空

に
よ
る
西
吟
教
学
の
継
承
を
、
こ
れ
ま
で
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
明
暦
三
年
に
行
わ
れ
た
知
空
の
講
義
録
二
書
に
注
目
し
、
そ
の
証
左
と
す
る
。

第
一
に
、
知
空
が
講
義
に
選
ん
だ
『
浄
土
或
問
』
な
ら
び
に
『
仏
遺
教
経
論
疏
節
要
』
が
明
代
の
禅
僧
・
雲
棲
袾
宏
の
注
釈
を
附
し
た
和
刻
本
で

あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
明
暦
三
年
時
点
で
知
空
に
よ
る
西
吟
教
学
の
踏
襲
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
次
に
寛
文
元
年
刊
行
の
『
和
讃

首
書
』
が
当
時
禅
籍
に
の
み
用
い
ら
れ
て
い
た
頭
書
形
式
を
踏
襲
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
次
に
、
明
暦
三
年
の
知
空
の
講
義
録
『
浄
土
或

問
鉤
隠
』
が
天
和
三
年
刊
頭
書
本
『
浄
土
或
問
』
に
利
用
さ
れ
、
ま
た
そ
の
増
補
再
版
に
浄
土
宗
西
山
派
の
学
僧
・
諦
全
が
補
考
を
附
し
た
事
実

か
ら
、
元
禄
期
に
お
け
る
仏
典
注
釈
の
交
雑
化
を
指
摘
す
る
。
十
七
世
紀
に
お
け
る
頭
書
本
仏
書
の
流
行
は
重
板
類
板
の
規
制
強
化
を
受
け
て
急

速
に
衰
え
た
が
、
寛
文
末
頃
か
ら
不
遇
を
託
っ
て
い
た
知
空
は
元
禄
八
年
の
学
林
再
興
と
共
に
能
化
に
返
り
咲
き
、
以
後
、
今
度
は
大
坂
の
書
林
・

毛
利
田
庄
太
郎
ら
と
組
ん
で
そ
の
仏
典
注
釈
板
行
を
行
っ
た
。
こ
う
し
た
積
極
性
、
柔
軟
性
は
知
空
に
限
定
さ
れ
ず
、
十
七
世
紀
仏
教
と
宗
学
へ

の
積
極
的
な
評
価
に
繋
が
る
も
の
で
あ
る
。
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は
じ
め
に

　

近
世
期
、
仏
典
注
釈
は
偏
に
訓
詁
的
、
説
明
的
、
そ
し
て
内
向
的
と
の
消
極
的
評
価
の
も
と
に
甘
ん
じ
て
い
た
。
例
え
ば
藤
井
学
は
以

下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

幕
府
は
、
教
説
の
異
儀
・
新
儀
の
解
釈
を
厳
し
く
禁
じ
た
。
し
た
が
っ
て
教
典
・
聖
教
の
訓
詁
的
研
究
は
進
ん
だ
が
、
教
説
の
創

造
的
な
発
展
は
こ
の
厳
し
い
制
限
下
に
行
わ
れ
、
と
く
に
そ
れ
が
民
衆
の
「
世
直
し
」
的
な
反
権
力
の
闘
争
に
結
び
つ
く
よ
う
な

教
義
解
釈
の
発
展
は
近
世
仏
教
史
上
か
ら
消
え
去
っ

( (

(

た
。

　

一
方
で
石
田
慶
和
は
真
宗
本
派
の
み
に
注
視
し
て
「
訓
詁
学
・
説
明
中
心
の
解
釈
学
」
が
三
業
惑
乱
（
文
化
三
年
裁
決
）
以
後
に
生
じ

て
「
そ
の
態
度
が
今
日
に
至
る
真
宗
教
学
の
性
格
を
決
定
し
て
し
ま
っ
た
」
と
指
摘
す

( (

(

る
。

　

現
代
に
お
け
る
近
世
宗
学
の
〈
訓
詁
的
〉
〈
説
明
的
〉
と
の
評
価
が
十
八
世
紀
後
半
に
生
じ
た
と
の
指
摘
は
注
目
に
値
す
る
。
石
田
は

こ
れ
を
真
宗
本
派
に
限
定
し
て
い
る
が
、
幕
末
ま
で
に
は
各
宗
派
と
も
に
同
様
の
状
況
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
か
ら
で
あ
る
。
と
す
れ

ば
、
近
世
仏
教
は
こ
れ
を
ひ
と
ま
と
め
に
論
じ
る
べ
き
で
は
な
い
。
少
な
く
と
も
、
十
七
世
紀
と
十
八
世
紀
と
で
こ
れ
を
分
け
て
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
今
試
み
に
西
本
願
寺
二
代
目
能
化
・
光
隆
寺
知
空
（
寛
永
一
一
～
享
保
三
）
に
注
目
し
て
、
そ
の
仏

典
注
釈
活
動
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
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一
、
承
応
の
鬩
牆
と
明
暦
三
年
の
講
義
二
種
に
つ
い
て

　

知
空
は
寛
永
十
一
（
一
六
三
四
）
年
、
粟
田
口
真
覚
寺
・
明
性
の
第
四
男
と
し
て
生
を
受
け
た
。
明
性
の
子
息
は
い
ず
れ
も
学
識
に
優

れ
、
学
僧
と
し
て
名
声
を
馳
せ
て
い
る
。
知
空
は
長
兄
・
円
海
よ
り
早
く
か
ら
宗
学
を
学
び
、
ま
た
泉
涌
寺
・
光
明
寺
に
遊
学
し
、
西
本

願
寺
の
学
寮
に
入
っ
て
豊
前
小
倉
永
照
寺
の
西
吟
（
慶
長
一
〇
～
寛
文
三
）
に
師
事
し
た
。

　

知
空
が
入
っ
た
西
本
願
寺
学
寮
は
寛
永
十
六
年
、
西
本
願
寺
第
十
三
代
門
主
・
良
如
（
慶
長
一
七
～
寛
文
二
）
に
よ
り
創
設
さ
れ

( 3

(

た
。

　

寛
永
十
七
年
、
准
玄
（
天
正
一
七
～
慶
安
一
）
が
初
代
能
化
に
就
任
す
る

( 4

(

が
、
正
保
四
（
一
六
四
七
）
年
、
自
坊
に
帰
る
。
同
年
、
そ

の
後
を
受
け
て
西
吟
が
第
一
代
能
化
に
就
任
し
、
慶
安
三
年
、
学
則
が
制
定
さ
れ
た
。
知
空
が
学
寮
に
入
っ
た
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
。

　

慶
安
五
年
、
知
空
は
西
本
願
寺
御
堂
( 5

(
衆
に
加
わ
っ
た
。
一
方
で
、
学
寮
に
お
い
て
も
頭
角
を
現
す
。
こ
の
年
に
西
吟
の
『
安
楽
集
』
講

義
を
聴
講
し
て
『
安
楽
集
鑰
聞
』
を
著
し
、
こ
れ
が
西
吟
に
認
め
ら
れ
て
学
寮
運
営
を
担
う
中
心
人
物
の
一
と
な
っ
た
の
で
あ

( 6

(

る
。

　

承
応
二
（
一
六
五
三
）
年
一
月
、
肥
後
国
延
寿
寺
月
感
が
学
寮
に
お
け
る
西
吟
の
講
義
を
異
安
心
で
あ
る
と
し
て
訴
え
を
起
こ
し
た
。

こ
れ
を
契
機
と
し
て
所
謂
〈
承
応
の
鬩
牆
〉
が
起
こ
り
、
明
暦
元
（
一
六
五
五
）
年
、
幕
府
に
よ
り
西
本
願
寺
学
寮
の
破
却
が
言
い
渡
さ

れ
た
。
学
寮
創
建
か
ら
わ
ず
か
十
五
年
ほ
ど
後
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。
西
本
願
寺
は
仮
黌
を
設
け
て
講
義
を
再
開
し
た
が
、
能
化
で
あ
る

西
吟
は
承
応
の
鬩
牆
後
、
講
義
を
行
わ
ず
、
結
句
、
明
暦
二
年
八
月
二
十
七
日
に
『
御
私
記
』
の
講
義
を
行
っ
た
の
を
最
後
に
、
同
年
十

月
、
豊
前
に
帰
っ
て
し
ま
う
。
以
来
寛
文
三
年
に
没
す
る
ま
で
西
吟
が
上
京
す
る
こ
と
は
な
か
っ

( 7

(

た
。

　

失
脚
し
た
西
吟
に
替
わ
っ
て
西
本
願
寺
宗
学
の
中
心
的
人
物
へ
と
躍
進
し
た
の
が
当
時
ま
だ
二
十
三
歳
だ
っ
た
知
空
と
言
わ
れ
る
。
薗

田
香
融
は
承
応
の
鬩
牆
後
、
「
初
期
宗
学
の
基
調
が
蓮
如
義
に
お
か
れ
て
い
た
こ
と
、
な
ら
び
に
そ
の
推
進
者
の
第
一
に
知
空
が
考
え
ら
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れ
る
こ

( (

(

と
」
を
挙
げ
て
、
知
空
が
西
吟
教
学
を
継
承
せ
ず
、
蓮
如
義
に
注
力
し
た
と
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
伊
藤
顕
慈
は
薗
田
の
説
を

踏
襲
し
、
以
後
の
知
空
教
学
が
承
応
の
鬩
牆
を
契
機
と
し
て
西
吟
の
そ
れ
と
決
別
し
た
と
す
る
の
が
現
在
の
通
説
で
あ
る
と
指
摘
し

( (

(

た
。

　

西
吟
教
学
と
の
別
離
か
継
承
か
は
知
空
教
学
研
究
に
お
い
て
現
在
で
も
重
要
な
論
点
と
な
っ
て
い
る
。
宗
学
研
究
に
お
い
て
、
こ
れ
は

本
文
か
ら
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
三
浦
真
証
は
知
空
の
西
吟
教
学
継
承
に
つ
い
て
、

西
吟
の
傾
向
と
同
様
の
こ
と
は
知
空
に
も
指
摘
で
き
る
。
…
…
西
吟
・
知
空
な
ど
初
期
真
宗
学
匠
た
ち
が
意
識
し
た
の
は
、
真
宗

独
自
の
法
義
の
顕
彰
で
あ
っ
た
こ
と
は
当
然
と
し
て
、
そ
れ
と
同
時
に
、
当
時
出
版
さ
れ
て
い
た
中
国
仏
教
典
籍
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
仏
教
と
し
て
の
念
仏
思
想
の
中
に
真
宗
を
位
置
づ
け
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

((1

(

る
。

と
こ
れ
を
肯
定
し
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
ま
ず
従
来
研
究
の
俎
上
に
載
せ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
講
義
録
二
書
を
通
し
て
こ
れ
を
検
討

し
た
い
。

　

 

『
本
願
寺
派
学
事
史
』
に
は
明
暦
二
年
以
後
、
知
空
の
安
居
の
講
義
が
あ
っ
た
こ
と
が
次
の
と
お
り
記
さ
れ
て
い
る
。　

　
　

同　

二
年　

安
居　

講
事
未
詳
或
曰
知
空
講
安
楽
集

　
　

同　

三
年　

安
居　

講
事
未
詳
或
曰
知
空
講
往
生
論

(((

(

註

　

明
暦
三
年
の
講
義
内
容
に
つ
い
て
は
『
往
生
論
註
』
か
、
と
述
べ
る
に
留
ま
る
。
し
か
し
、
私
に
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
明
暦
三
年
の
講

義
を
想
起
さ
せ
る
講
義
録
二
書
が
確
認
で
き
た
。
一
は
『
浄
土
或
問
鉤
隠
』
で
あ
り
、も
う
一
は
『
遺
教
経
論
補
註
節
要
私
考
』
で
あ
る
。

次
に
両
書
に
つ
い
て
そ
の
内
容
を
簡
単
に
示
そ
う
。

　

『
浄
土
或
問
鉤
隠
』
は
管
見
の
限
り
大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
本
（
谷
大
本
）
が
唯
一
で
あ
る
。
そ
の
序
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

浄
土
或
問
鉤
隠　

并
序

丁-

酉
ノ

之
春
向
テ二

二
三
子
ニ一

、
欲
レ

講
ゼ
ン
ト

二　
　

於
則
禅
師
ノ

所
ロ
ノ

レ

著
或
問
一
巻
ヲ一

。
文_
深
シ
テ

而
高_

矣
。
義
幽
ニ
シ
テ

而
難
シ

矣
。
賢
愚
相
去
リ
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利
鈍
成
スレ

差
シ
テ

。
是
ヲ＿

以
解
ス
ル
ナ
バ

レ　
　

義
ヲ

因
ルレ

人
ニ

。
強
テ

不
レ

俟
レ

註
ヲ

。
而
レ
ド
モ

＿　

復
タ

例
証
ノ

事_

義
・
字-

訓
ノ

魚-

魯
ハ

不
ナ
リ

レ

有
レ

不
コ
ト

レ

糺タ
ヾ
サ。

是
レ

予
ガ

所
―三

以
ン
ノ

葛
―二

藤
ス
ル

鉤
隠
ヲ一

者
ノ

、
在
リ二

于
茲
ニ一

焉
。
冀
ク
バ

鉤
ツ
ク
テ

二　

於
半-

句
一-

辞
ノ

之
隠
レ
タ
ル
ヲ

一　
　

、
則
テ
ハ

二

于
禅
仏
不
二
ノ

之
地
ニ一

者
、

於
レ

予
ニ

幸
ナ
ラ
ン

矣
。
若
シ―

復
タ

頓
ニ

開
キ二

一
隻
眼
ヲ一

、
而
直
ニ

到
イ
タ
リ

二

無
疑
ノ

処
ニ一

遥
二

肖
シ

于
無ム

何カ

有ユ
ウ

ノ

之
郷サ

ト
ニ一

優
―二

游
セ
バ

于
秘
蜜
厳
之
ノ

国
ニ一

者

不
二

予
ガ

語
ノ
ミ
ニ

＿　

爾
一

。
天
如
ノ

之
言
モ

亦
タ

寱-

語
タ
ル
ノ
ミ

而
已
。
阿-

呵-

々
。
明
暦
第
三
仏
滅
日
習
善
堂
大
可
謹

(((

(

識
。

　

本
講
義
に
用
い
ら
れ
た
『
浄
土
或
問
』
の
作
者
は
元
代
の
天
如
惟
則
（
一
二
八
六
～
一
三
五
四
）
で
あ
る
。
承
応
の
鬩
牆
が
起
こ
っ
た

承
応
二
年
に
秋
田
屋
平
左
衛
門
か
ら
和
刻
本
が
板
行
さ
れ
た
。
本
書
は
明
代
の
禅
僧
・
雲
棲
袾
宏
（
一
五
三
五
～
一
六
一
五
）
が
こ
れ
に

注
釈
し
た
こ
と
で
よ
く
知
ら
れ
た
。
実
際
、
寛
文
十
年
刊
書
籍
目
録
に
は
本
書
を
し
て
天
如
惟
則
で
は
な
く
、

　
　

一
冊
、
浄
土
或
問　

雲
棲
袾
宏

((3

(

編

と
、
袾
宏
を
挙
げ
る
。
『
浄
土
或
問
鉤
隠
』
に
は
本
文
中
に
「
一
号
」
「
二
号
」
と
丁
数
を
記
し
て
お
り
、
知
空
が
講
義
に
際
し
て
承
応
二

年
刊
和
刻
本
を
用
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
『
遺
教
経
論
疏
補
註
節
要
私
考
』
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
大
正
大
学
附
属
図
書
館
（
正
大
本
）
と
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
写
字
台

文
庫
（
龍
大
本
）
と
に
写
本
が
確
認
で
き
る
が
、
両
書
間
に
は
複
数
の
異
同
が
あ
っ
た
。
中
で
も
顕
著
な
事
例
と
し
て
、
龍
大
本
に
は
巻

末
に
次
の
よ
う
に
記
す
。

明
暦
丁
酉
夏
講
茲
註
時
草
私
考
一
巻
而
在
積
裡
有
年
矣
。
今
春
、
応
大
衆
請
再
口
講
之
重
閲
私
考
脱
闕
籍
甚
以
故
補
続
而
与
初
学

者
然
有
間
未
考
詳
者
則
欠
字
剰
紙
俟
。
宏
智
之
補
綴
而
已
。
寛
文
戊
申
仏
涅
槃
日
雒
下
沙
弥
某
謹

((4

(

識
。

　

一
方
、
正
大
本
は
こ
の
箇
所
、

明
暦
丁
酉
夏
講
茲
経
時
草
私
考
一
巻
而
在
積
裡
有
年
矣
。
今
春
、
応
大
衆
請
再
口
講
之
重
閲
私
考
脱
闕
籍
甚
以
故
補
続
而
与
初
学

者
然
有
間
未
考
詳
者
則
欠
字
剰
紙
俟
宏
智
之
補
綴
而
已
。
寛
文
戊
申
仏
涅
槃
日
大
谷
門
人

0

0

0

0

雒
下
光
隆

0

0

沙
弥
知
空

0

0

謹

((5

(

識
。
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と
記
し
て
、
傍
点
部
分
が
龍
大
本
に
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
内
容
に
つ
い
て
も
正
大
本
に
あ
る
文
章
が
龍
大
本
に
は
欠
け
て
い
る

場
合
が
あ
り
、
ま
た
筆
蹟
や
紙
質
か
ら
見
て
も
、
正
大
本
が
龍
大
本
に
先
行
す
る
の
は
間
違
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
龍
大
本
は
何
ら
か

の
事
情
が
あ
っ
て
内
容
に
修
正
を
加
え
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
理
由
は
判
然
と
し
な
い
。

　

講
義
に
用
い
ら
れ
た
『
仏
遺
教
経
論
疏
節
要
』
も
ま
た
承
応
三
年
に
長
谷
川
市
郎
兵
衛
か
ら
和
刻
本
が
板
行
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
っ
て

い
る
。
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
に
そ
の
著
者
と
し
て
巻
頭
に
次
の
よ
う
に
記
す
。

　
　

姚
秦
三
蔵
法
師
鳩
摩
羅
什
訳

　
　
　

晋
水
沙
門
浄
源
節
要

　
　
　

雲
棲
沙
門
袾
宏
補

((6

(

註

　

本
書
も
ま
た
そ
の
書
名
に
は
北
宋
代
の
華
厳
僧
・
晋
水
浄
源
（
一
〇
一
一
～
一
〇
八
八
）
に
よ
る
『
仏
遺
経
論
疏
節
要
』
を
挙
げ
る
が
、

内
実
は
こ
れ
に
雲
棲
袾
宏
が
注
記
し
た
『
仏
遺
教
経
論
疏
節
要
補
註
』
だ
っ
た
。

　

右
の
二
講
義
と
そ
の
記
録
は
単
純
に
知
空
が
西
吟
の
後
を
受
け
仮
黌
を
盛
り
立
て
る
た
め
に
行
っ
た
も
の
で
あ
る
と
結
論
づ
け
が
た

い
。
な
ぜ
な
ら
講
義
に
用
い
た
テ
キ
ス
ト
は
両
書
と
も
に
雲
棲
袾
宏
が
関
与
し
た
明
代
浄
土
教
の
流
れ
を
汲
む
文
献
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

承
応
の
鬩
牆
は
月
感
に
よ
る
西
吟
教
学
の
批
判
を
端
緒
と
し
た
が
、
彼
は
「
謹
奉
訴
状
」
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

私
今
度
罷
リ
登
リ
。
学
寮
講
談
ノ
様
子
承
リ
候
ヘ
ハ
。
自
性
一
心
ノ
理
談
ノ
ミ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ニ
テ
。
御
家
安
心
ノ
談
ハ
。
曽
テ
以
テ
御
座
ナ
キ

ト
申
ス
ニ
付
テ
。
能
化
所
作
ノ
章
疏
并
ニ
聞
書
等
ヲ
ト
リ
ヨ
セ
。
披
見
仕
リ
候
ヘ
ハ
。
十
ニ
九
ハ
。
禅
家
ノ
一
心
自
性
ノ
理
観

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
残

テ
一
分
二
分
ハ
。
偏
空
ノ
邪

((7

(

見
…
…

　

学
寮
の
講
義
に
お
い
て
「
自
性
一
心
ノ
理
談
」
の
み
が
語
ら
れ
て
い
た
、
し
か
も
、
能
化
西
吟
の
講
義
録
を
閲
す
る
に
そ
の
内
容
は
「
禅

家
」
の
思
想
が
大
半
で
あ
っ
た
と
の
謂
で
あ
る
。
西
吟
教
学
の
否
定
は
す
な
わ
ち
そ
の
思
想
に
禅
的
性
格
が
強
く
あ
ら
わ
れ
て
い
た
こ
と
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に
依
拠
す
る
。
問
題
は
そ
の
禅
的
思
想
に
袾
宏
教
学
を
は
じ
め
と
す
る
明
代
浄
土
教
も
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
三
浦
は
以
下
の
と

お
り
指
摘
す
る
。

西
吟
の
実
現
し
よ
う
と
し
た
真
宗
学
と
は
、
浄
土
真
宗
の
法
義
を
仏
教
全
体
の
中
に
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
も
の
だ
っ
た
。
…
…

西
吟
の
思
想
と
は
、
『
蓮
宗
宝
鑑
』
や
『
阿
弥
陀
経
疏
鈔
』
な
ど
、
中
国
の
禅
浄
一
致
を
説
く
浄
土
教
典
籍
に
共
通
し
て
説
か
れ
る

も
の
を
取
り
込
ん
だ
も
の
と
言
え
よ

(((

(

う
。

　

承
応
の
鬩
牆
が
西
吟
の
禅
的
思
想
を
発
端
と
し
、
そ
れ
に
袾
宏
教
学
の
利
用
も
含
ま
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
事
件
後
間
も
な
い
明
暦
三

年
の
講
義
に
知
空
が
こ
れ
を
活
用
し
た
の
は
明
ら
か
に
西
吟
教
学
の
継
承
と
見
え
る
。
実
際
、
『
浄
土
或
問
鉤
隠
』
序
文
に
は
、

　
　

冀
く
ば
、
半
句
一
辞
の
隠
れ
た
る
を
鉤つ

り

て
、
禅
仏
不
二

0

0

0

0

の
地
に
則
て
は
予
に
お
い
て
幸
な
ら
ん
。

と
記
す
。
傍
点
部
、
「
禅
仏
不
二
」
と
は
他
の
用
例
が
見
い
だ
せ
な
い
が
恐
ら
く
は
〈
禅
浄
不
二
〉
と
同
様
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
本
講
義

に
お
い
て
知
空
が
そ
の
基
底
に
〈
禅
浄
不
二
〉
、
ま
た
〈
禅
浄
一
致
〉
を
据
え
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
西
吟
教
学
の

踏
襲
で
あ
り
、
禅
的
性
格
の
固
持
と
言
え
よ
う
。

　

以
上
か
ら
、
少
な
く
と
も
明
暦
三
年
時
点
に
お
い
て
薗
田
が
指
摘
し
た
よ
う
な
知
空
の
西
吟
教
学
か
ら
の
別
離
と
蓮
如
義
へ
の
傾
倒
は

こ
れ
に
肯
ん
じ
得
な
い
と
結
論
づ
け
る
の
で
あ
る
。

二
、
『
和
讃
首
書
』
の
板
行
と
頭
書
本
の
興
り

　

知
空
に
お
け
る
西
吟
教
学
、
ま
た
禅
的
性
格
か
ら
の
脱
却
は
承
応
の
鬩
牆
を
契
機
と
せ
ず
、
少
な
く
と
も
明
暦
三
年
時
点
で
は
こ
れ
を

確
定
し
得
な
い
こ
と
を
示
し
た
。
次
に
寛
文
元
年
に
出
版
さ
れ
た
初
期
の
知
空
著
述
出
版
か
ら
知
空
と
そ
の
禅
的
性
格
の
発
露
を
見
て
い



－ 7( －

近世前期の仏典注釈（木村）

き
た
い
。

　

寛
文
元
年
、
西
村
九
郎
右
衛
門
か
ら
『
和
讃
首
書
』
と
『
往
生
論
註
翼
解
』
の
二
書
が
板
行
さ
れ
た
。
二
書
を
以
て
知
空
著
述
の
出
版

の
嚆
矢
と
比
定
す
る
。

　

『
和
讃
首
書
』
は
そ
の
名
の
と
お
り
、
親
鸞
が
著
し
た
『
三
帖
和
讃
』
に
頭
註
を
付
し
た
書
で
あ
る
。
既
に
『
三
帖
和
讃
』
に
つ
い
て

は
大
谷
派
の
慶
秀
（
弘
治
四
～
慶
長
一
四
）
に
よ
る
『
和
讃
私
記
』
（
正
保
四
刊
、
大
和
田
九
左
衛
門
）
が
成
っ
て
い
た
が
、
本
願
寺
派

と
し
て
は
本
書
が
最
初
期
の
注
釈
で
あ
ろ
う
。
本
書
に
つ
い
て
、
家
蔵
本
の
書
誌
を
簡
易
的
に
挙
げ
、
本
文
と
刊
記
部
分
の
画
像
を
載
せ

る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

大
本
、
三
巻
三
冊
。

表
装
、
原
題
簽
一
部
存
、
「
和
讃
首
書　

高
僧
（
正
像
）
」
。

尾
題
、
「
浄
土
和
讃
首
書
」
、
「
正
像
末
和
讃
首
書
」

板
心
題
、
「
首
書
和
讃　

上
（
中
、
下
）
」

刊
記
、
下
巻
裏
見
返
し
に
「
寛
文
改
元
応
鐘
下
澣
／
五
条
橋

通
丁
子
屋
／
西
村
九
郎
右
衛
門
板
行
」
。

　

さ
て
、
本
書
は
た
だ
単
に
本
願
寺
派
初
め
て
の
『
三
帖
和

讃
』
注
釈
で
あ
り
、
知
空
の
最
初
期
の
出
版
物
と
い
う
わ
け

で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
説
く
前
に
、
十
七
世
紀
に

お
け
る
頭
書
本
の
流
行
に
つ
い
て
示
す
。

　

高
山
節
也
は
頭
書
本
を
し
て
漢
籍
に
こ
の
形
態
が
存
在
せ
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ず
、
和
刻
本
に
特
徴
的
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
発
端

を
『
老
子
鬳
斎
口
義
』
（
正
保
四
刊
、
林
甚
右
衛
門
）
に
比

定
し

(((

(

た
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
、
私
に
仏
書
に
お
け
る
最
初
期
の
頭
書
本

を
調
査
し
た
結
果
、
『
碧
巌
鈔
』
（
一
〇
冊
、
慶
安
三
刊
、
堤

六
左
衛
門
）
に
行
き
当
た
っ
た
。
ま
た
、
寛
文
十
年
刊
書
籍

目
録
を
紐
解
い
て
こ
れ
に
「
頭
書
」
な
ら
び
に
「
首
書
」
と

記
さ
れ
た
仏
書
を
挙
げ
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

天
台
宗
に
つ
い
て
は
、『
盂
蘭
盆
経
疏
新
記
頭
書
』（
四
冊
）
、

『
因
果
経
頭
書
』
（
一
冊
）
、
『
三
界
義
頭
書
』
（
二
冊
）
、
律
宗

は
『
六
物
図
首
書
』
（
二
冊
）
、
真
言
宗
は
『
六
巻
名
目
首
書
』

（
六
冊
）
、
『
悉
曇
字
記
首
書
』
（
二
冊
）
、
『
心
経
法
蔵
疏
首
書
序
分
科
注
入

』
（
二
冊
）
、
『
御
製
心
経
頭
書
』
（
一
冊
）
、
浄
土
宗
が
『
往
生
十
因

首
書
』
（
四
冊
）
、
真
宗
が
『
和
讃
』
（
六
冊
）
。
日
蓮
宗
、
倶
舎
宗
、
華
厳
宗
、
法
相
宗
の
四
宗
派
に
お
け
る
刊
行
は
な
い
。
一
方
で
禅
宗

に
お
い
て
は
『
首
楞
厳
頭
書
』
（
一
〇
冊
）
、
『
碧
巌
集
首
書
』
（
一
〇
冊
）
、
『
正
宗
賛
頭
書
』
（
六
冊
）
、
『
大
恵
書
頭
書
』
（
四
冊
）
、
『
臨
済

録
頭
書
』
（
二
冊
）
、『
無
門
関
頭
書
』
（
二
冊
）
、『
仏
祖
三
経
頭
書
』
（
三
冊
）
、『
心
経
首
書
抄
』
（
三
冊
）
、『
江
湖
集
頭
書
』
（
四
冊
）
、『
六

祖
壇
経
頭
書
』
（
二
冊
）
、『
原
人
論
発
微
録
頭
書
』
（
三
冊
）
『
曹
山
録
頭
書
』
（
一
冊
）
、『
永
覚
内
外
録
頭
書
』
（
二
冊
）
、『
元
亨
釈
書
頭
書
』

（
冊
数
不
明
）
、
『
愚
迷
発
心
集
頭
書
』
（
一
冊
）
、
と
明
ら
か
に
そ
の
数
が
抜
き
ん
出
て
多
い
。

　

更
に
現
存
す
る
頭
書
本
に
つ
い
て
刊
年
の
順
に
次
に
示
す
。
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慶
安
三
（
一
六
五
〇
）
『
新
刻

首
書

碧
巌
鈔
』
、
堤
六
左
衛
門

万
治
二
（
一
六
五
九
）
『
頭書

江
湖
集
夾
山
鈔
』
、
秋
田
屋
平
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
六
祖
壇
経
』
、
林
伝
左
衛

((1

(

門

万
治
三　
　
　
　
　
　

『
鎮
州
臨
済
慧
照
禅
師
語
録
』
、
文
台
屋
次
郎
兵
衛
・
敦
賀
屋
三
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
首書

正
宗
賛
』
、
林
伝
左
衛
門
・
軽
五
郎
兵
衛

万
治
四　
　
　
　
　
　

『
首書

科
発
微
録
』
、
村
田
庄
五
郎
（
現
存
は
後
印
か
）

寛
文
一
（
一
六
六
一
）『
和
讃
首
書
』、
西
村
九
郎
右
衛
門

寛
文
三　
　
　
　
　
　

『
頭
書

増
補

仏
祖
三
経
』
、
林
伝
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
首書

般
若
心
経
頌
鈔
』
、
堀
井
伝
右
衛
門

寛
文
四　
　
　
　
　
　

『
六
物
図
』
、
板
元
不
明

寛
文
六　
　
　
　
　
　

『
重
校

冠
注

十
住
心
広
名
目
』
、
板
元
不
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
首書

無
門
関
』
、
村
上
勘
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
頭書

曹
山
元
証
大
師
語
録
』
、
戸
嶋
惣
兵
衛

寛
文
七　
　
　
　
　
　

『
首書

般
若
心
経
』
、
八
尾
清
兵
衛

寛
文
八　
　
　
　
　
　

『
首
書

評
註

七
十
五
法
名
目
』
、
田
中
庄
兵
衛
（
現
存
は
後
印
か
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
頭書

西
谷
名
目
』
、
銭
屋
半
左
衛
門

寛
文
九　
　
　
　
　
　

『
支
那

撰
述

大
慧
智
覚
禅
師
書
』
、
林
伝
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
往
生
拾
因
』
、
丁
子
屋
長
兵
衛
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『
新
刻

首
書

碧
巌
鈔
』
、
野
田
庄
右
衛
門

寛
文
一
〇　
　
　
　
　

『
大
方
広
円
覚
修
多
羅
了
義
経
略
疏
註
』
、
村
上
勘
兵
衛

寛
文
一
一　
　
　
　
　

『
心
経
法
蔵
疏
』
、
板
元
不
明

刊
年
不
明　
　
　
　
　

『
盂
蘭
盆
経
疏
新
記
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
善
悪
因
果
経
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
悉
曇
字
記
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
愚
迷
発
心
集
』

　

右
一
覧
か
ら
は
知
空
の
『
和
讃
首
書
』
の
先
進
性
が
明
ら
か
か
と
思
う
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
点
で
は
禅
宗
文
献
以
外
の
頭
書
本
の
板
行

は
見
い
だ
せ
な
い
の
で
あ
る
。
更
に
言
う
な
ら
ば
、
漢
製
仏
典
以
外
に
頭
書
し
た
物
と
し
て
も
、『
和
讃
首
書
』
は
最
初
期
の
例
と
分
か
る
。

こ
う
し
た
先
進
性
は
知
空
の
仏
教
活
動
の
特
色
の
一
と
言
え
る
が
、
ま
た
寛
文
元
年
当
時
、
知
空
が
禅
的
興
味
に
対
し
て
依
然
と
し
て
そ

れ
に
意
識
を
向
け
続
け
て
い
た
こ
と
も
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
、
講
義
『
浄
土
或
問
』
の
展
開

　

『
浄
土
或
問
鉤
隠
』
の
展
開
に
つ
い
て
更
に
見
て
い
こ
う
。

　

天
和
三
（
一
六
八
三
）
年
、
『
浄
土
或
問
』
の
頭
書
本
が
板
行
さ
れ
た
。

　

大
正
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
に
よ
れ
ば
、
本
書
の
外
題
は
「
頭
書

標
註

浄
土
或
問
」
。
内
題
に
「
新
刻
浄
土
或
問
」
、
板
心
題
に
は
、
「
或
問

新
註
」
と
あ
る
。
刊
記
と
し
て
下
巻
末
に
以
下
の
と
お
り
記
す
。
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天
和
癸

亥

三
稔
正
月
穀
旦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
野
屋
半
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

板
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
屋
半
右
衛

(((

(

門

　

『
頭
書

標
註

浄
土
或
問
』
は
明
ら
か
に
『
浄
土
或
問
鉤
隠
』
を
底
本
と
し
て
頭
註
を
付
し
て
い
た
。

　

例
え
ば
、
『
頭
書

標
註

浄
土
或
問
』
本
文
一
丁
表
に
、

　
　

参 

禅
等
者　

『
優
曇
宝
鑑
』
ノ

旧
在
ノ

跋
ニ

曰
ク

、
「
参
禅
ハ

予
ガ

所
ロレ

不
ルレ

知
ラ

念
仏
モ

亦
非
ズ二

予
ガ

所
ニ一

レ

知
ル

。
」
已

上

。
延
慶
ノ

一-

元
禅
師
ノ

曰
ク

、
「
参
禅
ハ

亦
タ

是
レ

唯-
心
。
念
仏
モ

亦
タ

是
レ

唯-

心
ナ
リ

。
参
禅
ハ

為
メレ

了
セ
ン
ガ

二　

生-

死
ヲ一

念
仏
モ

亦
タ

為
ナ
リ

レ

了
ン
ガ

二

生-

死
ヲ一

。
参
禅
念
仏

ハ

其
ノ

理
、
是
レ

同
ジ

。
中
峯
ノ

本
禅
師
ノ

曰
ク

、
『
禅
ハ

是
浄
土
ノ

之
禅
、
浄
土
ハ

是
レ

所
―二

以
ナ
リ

不
ル　一

レ

去
ラ

。
』
」
云

云

。

と
あ
る
が
、
こ
の
箇
所
、
『
浄
土
或
問
鉤
隠
』
に
は
、

　
　

△
序
ノ

中
ニ

参
禅
不
レ

去　

一
号

延
慶
ノ

一
元
禅
師
ノ

曰
、
「
参
禅
モ

亦
是
唯
心
。
念
仏
モ

亦_

是
レ

唯
心
。
参
禅
ハ

為
レ

了
セ
ン
ガ

二　

生
死
ヲ一

念
仏
モ

亦
為
レ

了
セ
ン
ガ

二　

生
死
ヲ一

。
参
禅
念

仏
其
ノ―

理
、
是
レ―

同
ジ

。
中
峯
ノ

本
禅
師
ノ

云
ク

、
『
禅
ハ

是
レ

浄
土
ノ

之
禅
、
浄
土
ハ

是
レ

禅
之
浄
土
ト

。
是
所
―二

以
ナ
リ

不
ルレ

去
一

也
。

と
す
る
。
「
延
慶
」
以
下
、
両
書
が
ほ
ぼ
ほ
ぼ
合
致
す
る
（
最
後
、
『

頭
書

標
註

浄
土
或
問
』
は
「
禅
之
浄
土
」
が
落
ち
て
い
る
が
）
。

　

ま
た
、
同
じ
本
文
一
丁
表
、

　
　

禅 

主
見
性　

『
宝
鑑
』
宗
信
ノ

跋
ニ

曰
ク

、
「
参
禅
ハ

主
リ二

乎
見-

性
ヲ一

（
門
＋
免
）-

教
ハ

貴
ブ二

乎
照-

心
ヲ一

。
」
云

云

。
『
宗
鏡
録
』
ニ

曰
ク

、

「
見
性
ト
ハ

者
当
ニ二

見
ノ

之
時
ナ
ル

一

、
即
チ

是
レ

自-

性
ナ
リ

。
以
ノ三

性
偏
ス
ル
ヲ

二　

一-

切
処
ニ一

、
故
ニ

不
レ

可
以
テレ

性
ヲ

更
ニ

見
三

於
性
ヲ一

分-

明
顕-

露
ニ

糸
毫
モ

不
ズレ

隠
レ

。
」
已

上

。
今
曰
ク

、
「
性
ハ

謂
ク

仏-

性
、
塵
ハ

是
六-

塵
。
為
テ
ハ

レ

塵
ト

失
シレ

性
ヲ

因
テ
ハ

レ

性
ニ

生
ズレ

塵
ヲ

。
膠
ヲレ

塵
ニ

曰
ヒレ

迷
、
照
ヲレ
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性
ヲ

曰
レ

悟
ト

。
今
ノ

行
人
念
ルニ

仏-

境
ヲ一

則
ン
バ

無
シ二

膠-

塵
ノ

之
心
参
ル二

本
性
ヲ一

則
ン
バ

見
ル二

妙
粋
ノ

之
性
ヲ一

。
或
ハ

二-

互
ニ

通
ズ

。
」

と
あ
る
と
こ
ろ
、
特
に
太
字
で
示
し
た
「
今
曰
」
以
下
に
注
意
し
て
ほ
し
い
。
『
浄
土
或
問
鉤
隠
』
に
は
、

△
見
性
離
塵　

一
号

性
ハ

謂
仏
性
、
塵
ハ

是
レ

六
塵
。
為
メ
ニ

レ

塵
ノ

失
レ

性
ヲ

因
ラレ

性
ニ

生
ズレ

塵
ヲ

。
膠
ス
ル
ヲ

レ　

塵
ニ

曰
レ

迷
ト

、
照
ス
ヲ

レ

性
ヲ

曰
レ

悟
ト

。
今
ノ

之
行
人
念
ズ
ル
ト
キ
ハ

二　
　
　

仏
境
ヲ一

則
無
シ二

膠
塵
ノ

之
心
一

参
二

本
性
ヲ一

則
見
ル二

妙
ニ

粋
ノ

之
性
ヲ一

、
或
ハ

二
ツ

互
ニ―

通
ズ

矣
。

と
あ
り
、
「
今
曰
」
以
下
が
訓
点
に
異
同
が
あ
る
こ
と
を
除
け
ば
完
全
に
合
致
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
『
頭
書

標
註

浄
土
或
問
』
が
『
浄
土

或
問
鉤
隠
』
を
底
本
の
一
に
用
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　

更
に
『

頭
書

標
註

浄
土
或
問
』
は
元
禄
三
年
、
『
新
板

増
補

浄
土
或
問
』
と
題
し
て
再
版
さ
れ
る
。
元
禄
五
年
刊
書
籍
目
録
は
こ
れ
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
記
す
。

　
　

三
、
浄
土
或
問
首
書
並
補
考　

西
山

(((
(

全

　

『
頭
書

標
註

浄
土
或
問
』
は
上
下
二
巻
二
冊
本
で
あ
っ
た
。
『
新
板

増
補

浄
土
或
問
』
は
『
頭
書

標
註

浄
土
或
問
』
よ
り
一
冊
多
い
。
こ
の
一
冊
が
「
補
考
」
で

あ
る
。
そ
し
て
、
書
籍
目
録
に
は
そ
の
作
者
を
「
西
山

全
」
と
す
る
。

　

実
際
に
『
新
板

増
補

浄
土
或
問
』
を
見
て
み
る
と
、
例
え
ば
東
洋
大
学
附
属
図
書
館
哲
学
堂
文
庫
所
蔵
本
（
請
求
記
号　

こ
／
二
／
左
／

二
八
・
二
九
）
で
は
頭
書
本
『
浄
土
或
問
』
と
『
補
考
』
（
内
題
に
は
「
浄
土
或
問
事
義
補
考
」
）
は
別
本
と
し
て
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
頭
書
本
自
体
は
天
和
三
年
板
と
同
板
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
増
補
」
は
「
補
考
」
を
付
し
た
こ
と
を
指
す
の
だ
ろ
う
。

　

『
浄
土
或
問
事
義
補
考
』
に
は
跋
文
が
付
さ
れ
て
い
る
。
次
に
引
用
す
る
。

一
旦
剞
劂
氏
来
而
請
補
考
予
曰
鰲
頭
流
布
于
世
既
顕
然
夫
何
請
益
矣
不
得
于
固
辞
因
此
微
考
塞
彼
之
需
耳
若
有
所
闕
漏
則
頫
俟
慱

雅
之
補
苴
云
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元
禄
三
歳
次
庚
午
春
如
意
日

　
　

洛
西
光
明
学
訓
下
（
釈
氏

諦
全

）
欽

((3

(

纂

　

書
籍
目
録
に
は
「
西
山

全
」
と
あ
っ
た
が
、
跋
文
に
付
さ
れ
た
印
記
に
明
ら
か
な
よ
う
に
そ
の
実
名
は
「
諦
全
」
で
あ
る
。

　

書
籍
目
録
に
「
西
山
」
と
あ
り
、
ま
た
署
名
に
「
洛
西
光
明
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
諦
全
が
浄
土
宗
西
山
派
・
光
明
寺
門
下
の
学
僧

と
わ
か
る
。
ま
た
、
『
浄
土
論
註
私
記
』
の
跋
文
に
、

　
　

元
禄
六
年
龍
輯
癸
酉
冬
臘
月
日
弟
子
諦
全
寓
于
京
兆
誓
弘
蘭
若
謹

((4

(

書

と
記
し
て
、
そ
の
名
を
見
い
だ
せ
る
。
『
浄
土
論
註
私
記
』
は
『
国
書
総
目
録
』
ま
た
国
文
学
研
究
資
料
館
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
に
「
円
空
」
の
作
、
成
立
を
鎌
倉
初
期
と
す
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
、
『
新
纂
浄
土
宗
辞
典
』
に
あ
る
と
お
り
、
本
書
は
元
禄

六
（
一
六
九
三
）
年
に
成
立
し
た
曇
鸞
『
往
生
論
註
』
注
釈
で
あ
る
。
注
釈
を
付
け
た
円
空
（
生
年
未
詳
～
元
禄

((5

(

九
）
は
粟
生
光
明
寺

三
十
三
世
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
諦
全
は
光
明
寺
三
十
三
世
の
弟
子
と
し
て
そ
の
著
作
に
跋
文
を
送
る
程
度
に
は
名
の
知
れ
た
学
僧
だ
っ
た
、

と
見
な
し
う
る
。
ま
た
、
本
跋
文
に
付
さ
れ
た
「
誓
弘
」
は
恐
ら
く
は
京
都
市
下
京
区
に
現
存
す
る
誓
弘
寺
と
考
え
ら
れ
る
。
『
大
日
本

寺
院
総
覧
』
に
は
当
寺
を
寛
永
元
年
円
空
の
開
基
と
す
る
が
、
こ
れ
は
恐
ら
く
光
明
寺
三
十
三
世
・
円
空
と
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
。

　

『
新
板

増
補

浄
土
或
問
』
は
知
空
の
『
浄
土
或
問
鉤
隠
』
を
底
本
と
し
た
、
真
宗
系
統
の
注
釈
を
基
底
と
す
る
『
頭
書

標
註

浄
土
或
問
』
に
浄
土
宗
西

山
派
の
注
釈
を
〈
補
考
〉
と
し
て
付
記
し
た
頭
書
本
だ
っ
た
。
こ
れ
は
近
世
に
お
け
る
仏
典
注
釈
の
流
れ
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
当
時
の
仏
典
注
釈
は
各
宗
派
に
独
自
性
が
保
た
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

一
例
と
し
て
『
盂
蘭
盆
経
疏
新
記
』
注
釈
を
見
て
み
よ
う
。
『
盂
蘭
盆
経
疏
新
記
』
注
釈
は
慶
安
元
年
『
盂
蘭
盆
経
疏
新
記
鈔
』
が
武

村
市
兵
衛
か
ら
板
行
さ
れ
、
寛
永
七
年
に
は
科
註
本
が
中
野
小
左
衛
門
か
ら
出
た
。
そ
の
後
、
天
和
二
年
に
頭
書
（
四
巻
本
）
が
板
行
さ

れ
る
が
、
こ
れ
は
前
述
の
寛
文
十
年
刊
書
籍
目
録
に
登
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
出
版
年
を
遡
り
う
る
。
一
方
、
五
巻
本
の
頭
書
本
『
盂
蘭
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盆
経
疏
新
記
』
も
ま
た
貞
享
二
年
刊
『
本
朝
彫
刻
広
益
書
籍
目
録
大
全　

作
者
付
・
大
意
』
に
初
め
て
現
れ

((6

(

た
。
五
巻
本
に
つ
い
て
、
大

正
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
頭
書
本
『
盂
蘭
盆
経
疏
新
記
』
に
は
裏
見
返
し
に
興
味
深
い
書
き
入
れ
が
あ
る
。

　
　

此
一
通
、
延
宝
第
九
辛
酉
歳
林
鐘
下
旬
、
於
江
城
御
坊
智
空
尊
師
講
談
之
砌
、
令
所
持
者
也
。
真
龍
二
世
暁
清
承

((7

(

納
。

　

本
書
は
延
宝
九
年
、
築
地
本
願
寺
に
て
知
空
―
―
た
ま
さ
か
知
空
の
名
は
〈
智
空
〉
と
記
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
―
―
が
そ
の
講
義
に

用
い
た
物
で
あ
る
、
と
い
う
の
だ
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、
五
巻
本
頭
書
本
が
真
宗
本
派
の
講
義
上
で
の
利
用
に
適
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

　

こ
の
時
期
、
複
数
宗
派
か
ら
『
盂
蘭
盆
経
疏
新
記
』
注
釈
の
板
行
が
あ
っ
た
。
ま
ず
、
延
宝
六
年
に
浅
井
了
意
が
『
盂
蘭
盆
経
疏
新
記

直
講
』
を
、
そ
し
て
同
年
、
六
波
羅
蜜
寺
の
住
持
で
あ
っ
た
真
言
宗
の
教
山
が
『
盂
蘭
盆
経
疏
新
記
愚
聞
鈔
』
八
巻
を
著
し
て
い
る
。
更

に
延
宝
九
年
に
は
浄
土
宗
の
単
阿
が
『
盂
蘭
盆
経
疏
新
記
標
指
鈔
』
五
巻
を
野
田
庄
右
衛
門
か
ら
板
行
し
た
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
近
接

し
て
板
行
さ
れ
た
『
盂
蘭
盆
経
疏
新
記
標
指
鈔
』
・
『
盂
蘭
盆
経
疏
新
記
愚
聞
鈔
』
・
『
盂
蘭
盆
経
疏
新
記
直
講
』
三
書
の
注
釈
内
容
が
重
複

0

0

し
な
い

0

0

0

と
い
う
事
実
で
あ
ろ

(((

(

う
。
お
そ
ら
く
こ
れ
は
各
宗
派
内
で
の
『
盂
蘭
盆
経
疏
新
記
』
注
釈
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
発
展
し
て
き
た

背
景
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
十
七
世
紀
に
お
い
て
は
少
な
く
と
も
仏
典
注
釈
と
そ
の
出
版
物
に
は
宗
派
の
独
自
性
が
見
い
だ
せ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ

し
て
、
読
み
手
も
あ
る
程
度
こ
れ
を
了
承
し
て
い
る
。
知
空
は
頭
書
本
『
盂
蘭
盆
経
疏
新
記
』
を
講
義
に

0

0

0

用
い
て
い
た
が
、
他
宗
派
の
影

響
が
色
濃
い
テ
キ
ス
ト
で
あ
れ
ば
こ
れ
を
利
用
す
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、
読
者
に
比
定
し
う
る
学
習
者
に
と
っ
て
そ
の
注
釈
が
い
ず
れ
の

宗
派
の
系
統
を
引
き
継
い
で
い
る
か
ど
う
か
が
大
き
な
視
点
で
あ
っ
た
と
思
し
い
。
し
か
し
、
『
新
板

増
補

浄
土
或
問
』
は
こ
の
基
底
を
打
ち
崩

し
て
し
ま
っ
た
。

　

本
書
は
『
頭
書

標
註

浄
土
或
問
』
の
時
点
で
真
宗
的
性
格
の
強
い
注
釈
だ
っ
た
。
し
か
し
、
『

新
板

増
補

浄
土
或
問
』
に
『
浄
土
或
問
事
義
補
考
』
を
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附
し
て
そ
こ
に
諦
全
の
跋
を
入
れ
、
更
に
書
籍
目
録
に
も
こ
れ
が
恰
も
諦
全
本
人
の
注
釈
で
あ
る
か
の
よ
う
に
明
記
し
た
こ
と
に
よ
り
、

い
く
ら
諦
全
が
そ
の
跋
に
「
鰲
頭
流
布
于
世
既
（
頭
書
本
が
既
に
世
間
に
流
布
し
て
い
る
）
」
と
述
べ
て
こ
れ
が
自
著
で
な
い
こ
と
を
明

言
し
て
い
た
と
し
て
も
、
『
新
板

増
補

浄
土
或
問
』
の
読
者
は
頭
書
本
そ
れ
自
体
が
浄
土
宗
系
注
釈
で
あ
る
と
疑
わ
な
い
だ
ろ
う
。

　

『
浄
土
或
問
』
頭
書
本
に
至
っ
て
仏
典
注
釈
の
交
雑
化
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
。
出
版
文
化
の
開
花
に
よ
り
不
特
定
多
数

に
仏
典
注
釈
が
開
放
さ
れ
た
一
つ
の
結
果
と
見
な
す
こ
と
が
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
仏
典
が
寺
院
だ
け
の
所
蔵
物
で
な
く
な
っ
た
の
と
同

様
に
、
注
釈
も
ま
た
、学
僧
ら
だ
け
の
そ
れ
で
は
な
く
な
っ
た
。
開
放
と
交
雑
化
を
経
て
近
世
仏
教
は
新
た
な
局
面
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
り
、
そ
の
渦
中
に
知
空
の
『
浄
土
或
問
鉤
隠
』
が
あ
っ
た
。
明
暦
三
年
の
講
義
か
ら
三
十
三
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

四
、
頭
書
本
の
展
開
と
出
版
規
制
の
強
化

　

寛
文
頃
に
活
性
化
し
た
頭
書
本
仏
書
の
板
行
は
延
宝
期
に
入
っ
て
も
続
い
た
。
雲
棲
袾
宏
の
著
述
に
限
っ
て
も
、
例
え
ば
、
単
純
な
注

釈
書
は
寛
文
五
年
に
板
行
さ
れ
た
浄
土
宗
西
山
派
の
教
道
に
よ
る
『
阿
弥
陀
経
疏
鈔
管
解
』
（
水
田
仁
左
衛
門
）
を
嚆
矢
と
す
る
。
ま
た

知
空
も
注
釈
し
た
『
仏
遺
教
経
論
疏
節
要
』
も
、
寛
文
八
年
冬
、
『
遺
教
経
私
鈔
』
（
二
巻
、
丁
子
屋
長
兵
衛
）
と
し
て
板
行
さ
れ
た
が
、

頭
書
に
つ
い
て
は
寛
文
九
年
、
黄
檗
宗
の
梅
嶺
道
雪
が
『
黄
檗
沙
弥
戒
律
儀
要
略
』（
田
原
仁
左
衛
門
）
を
上
梓
し
た
の
が
は
じ
め
だ
ろ
う
。

続
い
て
寛
文
十
年
、
頭
書
『
戒
殺
放
生
文
』
を
「
洛
陽
文
舘
虚
白
」
な
る
人
物
が
板
行
す
る
。
ま
た
翌
年
に
も
頭
書
『
戒
殺
放
生
文
』
が

今
度
は
河
村
利
兵
衛
か
ら
板
行
さ
れ
、
間
が
空
い
て
延
宝
六
年
、
『
補
註

頭
書

仏
遺
教
経
論
疏
節
要
』
が
村
上
勘
兵
衛
か
ら
板
行
さ
れ
た
。
こ
れ

に
続
く
の
が
真
宗
仏
光
寺
派
の
玄
貞
に
よ
る
『
鰲頭

阿
弥
陀
経
疏
鈔
』
で
あ
り
、『
浄
土
或
問
鉤
隠
』
を
用
い
た
『
頭
書

標
註

浄
土
或
問
』
で
あ
っ
た
。

袾
宏
著
述
だ
け
見
て
も
、
一
般
的
な
注
釈
書
か
ら
頭
書
本
へ
と
そ
の
流
行
が
変
遷
し
て
い
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
か
と
思
う
。
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頭
書
本
の
い
っ
そ
う
の
展
開
を
出
版
状
況
か
ら
探
る
た
め
に
今
度
は
貞
享
二
年
刊
書
籍
目
録
を
紐
解
い
て
み
た
い
。

　

天
台
宗
で
は
寛
文
十
年
刊
書
籍
目
録
か
ら
、『
維
摩
経
首
書
』
（
一
〇
冊
）
、『
盂
蘭
盆
経
疏
新
記
頭
書
』
（
五
冊
）
、『
西
谷
名
目
頭
書
』
（
四

冊
）
、『
観
心
略
要
集
首
書
』
（
五
冊
）
、『
法
界
次
第
首
書
』
（
冊
数
不
明
）
、『
払
惑
袖
中
策
首
書
』
（
冊
数
不
明
）
、『
盂
蘭
盆
供
儀
頭
書
』
（
五

冊
）
の
七
部
が
新
た
に
加
わ
っ
た
。
ま
た
、
寛
文
十
年
刊
書
籍
目
録
に
『
因
果
経
頭
書
』
と
だ
け
記
さ
れ
た
頭
書
本
『
仏
説
善
悪
因
果
経
』

に
は
「
西
本
願
寺
下
性
海
」
と
注
釈
者
名
が
付
記
さ
れ
た
。
『
盂
蘭
盆
供
儀
頭
書
』
に
つ
い
て
も
注
釈
者
と
し
て
「
阿
春
」
の
名
が
見
え
る
。

　

次
に
律
宗
に
つ
い
て
、
こ
れ
も
『
沙
弥
戒
律
儀
首
書
』
（
一
冊
）
、
『
梵
網
経
古
迹
首
書
』
（
四
冊
）
、
『
六
物
阿
春
首
書
』
（
一
冊
）
、
『
八

斎
戒
作
法
頭
書
』
（
一
冊
）
の
四
部
が
増
え
た
。

　

法
相
宗
で
は
『
百
法
問
答
首
書
』
（
九
冊
）
、『
太
子
伝
首
書
』
（
冊
数
不
明
）
、『
明
眼
論
首
書
』
（
二
冊
）
、『
太
子
五
憲
法
首
書
』
（
四
冊
）
、

ま
た
、
寛
文
十
年
刊
書
籍
目
録
で
は
禅
宗
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
『
愚
迷
発
心
集
首
書
』
（
一
冊
）
が
法
相
宗
に
移
動
し
て
い

(((

(

る
。

　

真
言
宗
は
寛
文
十
年
刊
書
籍
目
録
の
時
点
で
禅
宗
に
次
い
で
頭
書
本
の
板
行
が
多
か
っ
た
。
貞
享
二
年
刊
書
籍
目
録
で
は
『
起
信
科
首

書
』
（
四
冊
）
、『
頭
書
錫
杖
抄
』
（
一
冊
）
、『
起
信
論
首書

筆
削
記
』（
一
二
冊
）
、
そ
し
て
『
頭
書
秘
鍵
科
註
』（
二
冊
）
が
注
釈
者
と
し
て
「
沙

門
真
賢
」
と
付
記
し
て
登
載
さ
れ
、
ま
た
法
相
宗
の
項
と
重
複
す
る
物
と
し
て
『
頭
書
聖
徳
太
子
伝
』
（
四
冊
）
、『
五
憲
法
頭
書
』
（
四
冊
）

を
挙
げ
る
。
ま
た
、
『
悉
曇
字
記
首
書
』
（
二
冊
）
は
寛
文
十
年
刊
書
籍
目
録
に
も
登
載
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
注
釈
者
に
「
覚
彦
坊

浄
厳
」
を
付
加
す
る
。

　

寛
文
十
年
刊
書
籍
目
録
で
は
『
往
生
拾
因
』
に
限
定
さ
れ
て
い
た
浄
土
宗
で
も
頭
書
本
は
増
加
し
た
。
『
三
部
経
略
解
首
書
図
注
』
（
四

冊
）
、
『
望
西
楼
首
書
』
（
一
二
冊
）
、
『
大
原
談
義
首
書
』
（
三
冊
、
『
浄
土
図
名
目
首
書
』
（
一
冊
）
、
『
群
疑
論
首
書
』
（
冊
数
不
明
）
、
『
浄

土
略
論
首
書
』
（
三
冊
）
、
『
往
生
要
集
首
書
』
（
冊
数
不
明
）
、
注
釈
者
を
付
記
す
る
物
と
し
て
は
、
『
首
書
論
註
』
（
冊
数
不
明
）
と
『
木

母
集
首
書
』
（
一
冊
）
に
「
阿
春
」
、
そ
し
て
『
浄
土
名
目
首
書
』
（
二
冊
）
に
「
東
関
」
で
あ
る
。
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寛
文
十
年
刊
書
籍
目
録
で
は
殆
ど
頭
書
本
の
板
行
が
な
か
っ
た
諸
宗
に
お
い
て
も
頭
書
本
の
板
行
が
顕
著
に
増
加
し
た
の
で
あ
る
が
、

頭
書
本
の
先
駆
者
と
も
言
う
べ
き
禅
宗
は
加
え
て
そ
の
数
が
膨
大
で
あ
っ
た
。
新
し
い
物
と
し
て
は
『
首
書
科
入
遺
教
経
』
（
二
冊
）
、『
百

丈
清
規
首
書
』
（
冊
数
不
明
）
、『
六
門
集
首
書
』
（
三
冊
）
、『
六
祖
法
宝
壇
経
首
書
』
（
二
冊
）
、『
拈
古
抄
首
書
』
（
二
冊
）
、『
護
法
論
首
書
』

（
冊
数
不
明
）
、『
蒙
山
対
客
首
書
』
（
三
冊
）
、『
大
智
偈
頌
首
書
』
（
冊
数
不
明
）
、『
首
書
金
剛
経
略
疏
』
（
三
冊
）
、『
楞
伽
経
三
訴
首
書
』
（
八

冊
）
、
『
永
覚
広
晩
録
首
書
』
（
二
冊
）
、
『
永
覚
寝
言
首
書
』
（
二
冊
）
、
『
永
覚
内
外
録
首
書
』
（
一
六
冊
）
、
『
首
書
儒
釈
筆
陳
』
（
四
冊
）
、

更
に
注
釈
者
を
付
記
す
る
物
と
し
て
、『
虚
堂
録
首
書
』（
冊
数
不
明
）
に
「
祖
■
考
」
、『
中
峯
広
録
首
書
』（
二
〇
冊
）
に
「
阿
房
南
山
考
」
、

『
浄
慈
要
語
首
書
』
（
冊
数
不
明
）
に
「
讃
州
養
存
考
」
、
『
三
籟
集
首
書
』
（
三
冊
）
に
「
梅
嶺
考
」
、
『
洞
上
古
轍
首
書
』
（
四
冊
）
に
「
西

栢
」
、『
首
書
拈
古
』
（
一
冊
）
に
「
江
武
智
選
」
を
挙
げ
ら
れ
る
が
、
特
に
『
臨
済
録
改
正
増
補
首
書
』
（
二
冊
）
、『
日
用
清
規
首
書
』
（
二

冊
）
、
『
禅
家
亀
鑑
首
書
』
（
二
冊
）
、
『
戒
殺
放
生
文
首
書
』
（
二
冊
）
、
『
四
部
録
首
書
』
（
一
冊
）
、
『
証
道
歌
注
首
書
』
（
三
冊
）
、
『
伝
心
法

要
首
書
』
（
二
冊
）
、『
十
牛
図
首
書
』
（
一
冊
）
、『
壇
経
改
正
法
宝
首
書
』
（
三
冊
）
『
人
天
眼
目
頭
書
』
（
六
冊
）
、『
永
平
録
首
書
』
（
三
冊
）
、

『
学
道
用
心
集
首
書
』
（
一
冊
）
、
『
禅
林
抜
類
聚
首
書
』
（
八
冊
）
に
「
虚
白
考
」
と
付
記
さ
れ
て
「
虚
白
」
な
る
人
物
の
注
釈
量
が
膨
大

で
あ
る
こ
と
に
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

　

寛
文
十
年
刊
書
籍
目
録
に
登
載
さ
れ
た
書
目
に
つ
い
て
も
、
『
仏
祖
三
経
注
頭
書
』
（
三
冊
）
に
月
海
、
『
碧
巌
集
首
書
』
（
一
〇
冊
）
に

合
山
、『
大
慧
書
』
（
四
冊
）
に
「
虚
白
処
考
」
『
江
湖
集
注
首
書
』
に
「
月
海
」
、『
無
門
関
首
書
』
（
二
冊
）
に
「
白
雲
ノ
抄
ヲ
首
ニ
記
ス
」

と
し
、
『
永
覚
晩
録
首
書
』
（
二
冊
）
は
、
頭
書
本
を
「
二
板
」
と
し
て
「
一
ハ
玄
光
考
」
と
そ
の
名
を
挙
げ
る
。

　

こ
う
し
て
見
て
い
く
と
新
た
な
傾
向
と
し
て
、
注
釈
者
の
付
記
を
指
摘
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
付
記
さ
れ
る
注
釈
者
の
大
半
は
当
時

名
の
知
れ
た
僧
侶
で
あ
っ
た
。
『
悉
曇
字
記
首
書
』
に
挙
げ
ら
れ
る
「
覚
彦
坊
浄
厳
」
、
そ
し
て
『
永
覚
晩
録
首
書
』
に
挙
げ
ら
れ
る
「
玄

光
」
、
い
ず
れ
も
寛
文
十
年
刊
書
籍
目
録
に
は
明
記
さ
れ
な
か
っ
た
名
で
あ
る
が
、
両
者
と
も
に
当
代
を
代
表
す
る
仏
教
者
で
あ
っ
た
事
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実
は
、
時
代
は
下
る
が
都
の
錦
は
元
禄
十
六
刊
『
御
前
於
伽
』
巻
一
ノ
三
に
、

夫
仏
法
の
教
を
た
つ
る
中
に
、
道
に
ち
か
き
ハ
禅
宗
出
家
ら
し
き
ハ
律
の
僧
な
り
、
当
世
日
本
に
お
ゐ
て
、
四
天
王
の
僧
あ
り
、
天

台
の
霊
空
、
真
言
の
覚
彦
、
東
家
の
玄
光
、
黄
檗
の
高
泉
な

(31
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り

と
四
天
王
の
内
に
玄
光
と
覚
彦
を
挙
げ
て
言
う
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
か
と
思
う
。

　

更
に
頭
書
本
に
特
化
し
た
注
釈
者
と
し
て
、
例
え
ば
、
『
六
物
図
』
、
『
浄
土
論
註
』
、
『
木
母
集
』
に
注
釈
し
た
「
阿
春
」
は
浄
土
宗
、

増
上
寺
の
学

(3(

(

僧
で
あ
り
、
ま
た
前
述
し
た
「
虚
白
」
は
書
籍
目
録
に
登
載
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
十
四
部
の
頭
書
本
を
手
が
け

(3(

(

る
、
当
時
最

大
の
頭
書
本
仏
書
作
家
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
こ
の
虚
白
の
頭
書
に
つ
い
て
、
『
禅
家
亀
鑑
』
に
つ
い
て
少
し
く
見
て
い
き
た
い
。

　

『
禅
家
亀
鑑
』
は
寛
永
十
二
（
一
六
三
五
）
年
に
和
刻
本
が
上
梓
さ
れ
た
。
更
に
、
延
宝
五
年
、
そ
し
て
延
宝
六
年
の
刊
記
を
有
す
る

頭
書
本
二
部
が
現
存
す
る
。
刊
記
に
従
う
な
ら
ば
ま
ず
延
宝
五
年
板
が
出
て
、
次
い
で
翌
年
、
六
年
板
が
出
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

問
題
は
両
書
と
も
に
テ
キ
ス
ト
本
文
の
丁
付
、
行
数
な
ど
完
全
に
合
致
す
る
こ
と
で
あ
る
。
延
宝
六
年
板
が
延
宝
五
年
板
を
そ
の
ま
ま

覆
刻
し
た
か
と
思
う
体
裁
で
あ
る
。
更
に
、
注
釈
に
つ
い
て
も
、
例
え
ば
、
延
宝
五
年
板
に
、
書
名
の
「
亀
鑑
」
を
立
項
し
て
次
の
よ
う

に
記
す
。

○
亀
鑑　

『
祖
庭
事
苑
』
云
、
「
亀
ハ

所
―二

以
决
疑
ヲ

鑑
ハ

所
以
弁
一
レ

物
ヲ

。
」
○
潙
山
ノ

警
策
ニ

云
ク

、
「
亀
鑑
ノ

註
ニ

、
『
亀
メ

知
二

未
来
一

禍
福
ヲ一

。
鑑
ハ

験
ム二

現-

在
ノ

妍-

媸
ヲ一

。
亀-

鑑
ハ

知
ル二

善
悪
ヲ一

。
』
」
。
私_
云
、
『
警
策
』
ニ

鑑
ヲ

作
ルレ

鏡
ニ

義
同

(33
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ジ

。

　

一
方
、
延
宝
六
年
板
に
は
、

○
亀
鑑　

『
祖
庭
事
苑
』
云
、
「
亀
ハ

所
―二

以
决
一
レ

疑
ヲ

鑑
ハ

所
―二

以
弁
一
レ

物
。
」
○
潙
山
警
策
ニ

云
、
「
亀
鑑
ノ

註
ニ

、
『
亀
ノ

知
二

未
来
禍

福
ヲ一

。
鑑
ハ

験
ム二

現-

在
ノ

妍-

媸　

一
。
亀-

鑑
ハ

知
ル二

善
悪
一

。

(34
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』
」
。
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と
す
る
。
延
宝
六
年
板
に
は
延
宝
五
年
板
末
尾
に
記
さ
れ
た
「
私_

云
、
『
警
策
』
ニ

鑑
ヲ

作
ルレ

鏡
ニ

義
同
ジ

。
」
を
省
略
す
る
の
み
で
あ
る
。

　

大
谷
大
学
図
書
館
古
典
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
延
宝
五
年
板
に
つ
い
て
、
末
尾
に
注
釈
者
と
し
て
越
前
・
妙
心
寺
派
の
禅
僧
・
祖
実
を
、

板
元
と
し
て
吉
野
屋
惣
兵
衛
を
挙
げ

(35

(

る
。
一
方
で
、
延
宝
三
年
刊
書
籍
目
録
に
は
、
「
三
、
禅
家
亀
鑑
首
書
」
を
挙
げ
て
「
虚
白
考
」
と

付
記
す
る
。

　

そ
も
そ
も
、
延
宝
五
年
板
『
禅
家
亀
鑑
』
は
単
純
に
考
え
て
延
宝
三
年
刊
書
籍
目
録
に
は
登
載
し
得
な
い
。
と
す
れ
ば
こ
の
虚
白
に
よ

る
『
禅
家
亀
鑑
』
は
延
宝
五
年
板
で
は
あ
り
え
な
い
。
次
い
で
元
禄
五
年
刊
書
籍
目
録
を
開
く
と
、
当
該
箇
所
、

　
　

一
、
禅
家
亀
鑑　
　

曹
溪
退
隠

　
　

二
、
同
首
書　
　
　

虚
白

　
　

二
、
同
改
正
頭
書　

祖
実

と
あ
る
。
つ
ま
り
、
ま
ず
寛
永
十
二
年
に
和
刻
本
『
禅
家
亀
鑑
』
が
板
行
さ
れ
た
。
次
い
で
、
恐
ら
く
は
虚
白
に
よ
る
頭
書
本
『
禅
家
亀

鑑
』
が
板
行
さ
れ
た
。
更
に
、
虚
白
註
を
〈
改
正
〉
す
る
形
で
祖
実
に
よ
る
頭
書
本
が
延
宝
五
年
に
出
た
の
で
あ
り
、
延
宝
六
年
板
は
再

版
本
で
あ
る
。

　

延
宝
五
年
板
の
「
私
云
」
以
下
は
元
々
あ
っ
た
虚
白
註
に
祖
実
が
付
記
し
て
の
「
私
云
」
だ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
虚
白
註
の
板

木
を
所
持
し
て
い
た
板
元
は
改
正
板
が
出
て
驚
い
た
に
違
い
な
い
。
延
宝
六
年
、
今
度
は
刊
記
を
付
し
て
再
版
し

(36

(

た
。
ま
た
、
後
印
本
も

成
っ
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
祖
実
註
の
板
行
は
延
宝
五
年
で
止
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

　

右
の
一
例
は
明
ら
か
に
重
板
類
板
に
抵
触
す
る
案
件
と
考
え
ら
れ
る
が
、
実
は
こ
の
頃
か
ら
頭
書
本
仏
書
に
お
い
て
は
同
様
の
事
例
が

複
数
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
『
上
組
済
帳
標
目
』
は
元
禄
七
年
か
ら
の
版
元
間
に
お
け
る
裁
判
記
録
を
列
記
す
る
が
、
頭
書
本
仏
書

に
関
す
る
裁
判
は
最
初
期
の
元
禄
七
年
五
月
に
出
る
。
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一
、
恩
重
経
首
書　

中
野
小
左
衛
門
板
行
被
候
致
同
網
極
抄
ニ
指
構
被
候
由
候
（
元
禄
七
年
五

(37

(

月
）

　

「
恩
重
経
首
書
」
は
真
言
宗
亮
汰
に
よ
る
『
仏
説
父
母
恩
重
経
』
の
注
釈
書
、
『
父
母
恩
重
経
鈔
』
の
頭
書
本
で
あ
る
。
延
宝
三
年
に
初

板
が
成
り
、
ま
た
元
禄
十
年
に
再
版
さ
れ
た
。
一
方
の
「
網
極
抄
」
は
『
父
母
恩
重
経
罔
極
鈔
』
、
貞
享
元
年
の
成
立
、
同
二
年
に
西
村

孫
右
衛
門
か
ら
板
行
さ
れ
た
。
裁
判
の
結
果
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
『
罔
極
鈔
』
は
私
に
調
べ
た
限
り
貞
享
三
年
の
あ
と
の
刊
記
を
付

す
も
の
は
な
い
か
ら
、
こ
れ
以
後
出
版
は
途
絶
え
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
同
年
九
月
に
は
、

　
　

一
、
西
方
要
决
首
書　

上
村
次
郎
右
衛
門
板
行
被
致
戸
嶋
惣
兵
衛
則
相
板
ニ
成
相
済
申
候

と
し
て
記
録
が
載
る
。
「
西
方
要
决
首
書
」
は
上
村
次
郎
右
衛
門
の
板
行
に
戸
嶋
惣
兵
衛
が
差
し
構
え
た
か
、
こ
れ
は
相
板
と
し
て
済
ま

せ
た
と
す
る
。
目
録
を
紐
解
く
と
、
戸
嶋
惣
兵
衛
に
よ
る
『
科
西
方
要
决
略
註
』
（
二
冊
）
が
延
宝
九
年
に
板
行
さ
れ
て
い
る
。
更
に
元

禄
七
年
の
跋
文
を
付
す
頭
書
本
（
無
刊
記
、
書
籍
目
録
に
「
上
村
」
）
が
見
い
だ
せ
た
か
ら
、
こ
れ
が
差
し
構
え
た
の
だ
ろ

(3(

(

う
。

　

こ
う
し
た
訴
え
の
頻
出
は
頭
書
本
の
形
式
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
前
の
『
禅
家
亀
鑑
』
に
つ
い
て
も
、
そ
の
版
面

は
著
し
く
似
通
っ
て
い
た
。
重
板
類
板
の
規
制
強
化
は
老
舗
書
林
の
既
得
権
益
保
護
の
観
点
も
相
ま
っ
て
元
禄
期
以
降
強
く
そ
の
保
護
が

訴
え
ら
れ
て
き
た
が
、
重
板
は
ま
だ
し
も
、
類
板
は
そ
の
範
囲
が
曖
昧
に
過
ぎ
、
訴
訟
の
有
無
に
判
断
が
左
右
さ
れ
る
嫌
い
が
あ
っ
た
。

頭
書
本
は
第
一
に
、
注
記
す
る
本
文
が
既
に
出
版
さ
れ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
の
版
面
を
殆
ど
踏
襲
し
て
い
る
点
に
お
い
て
、
高
い
類
似
性
を

持
つ
。
仮
令
、
注
釈
者
が
異
な
り
、
頭
註
内
容
に
異
同
が
あ
ろ
う
と
も
、
本
文
は
同
じ
で
あ
り
、
ま
た
、
頭
書
は
そ
の
形
式
が
あ
ま
り
に

独
創
的
に
過
ぎ
、
そ
の
形
式
を
変
更
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
。
こ
れ
も
ま
た
、
類
似
性
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
。

　

市
古
夏
生
は
出
版
規
制
強
化
を
背
景
と
し
た
古
典
注
釈
出
版
の
行
き
詰
ま
り
を
指
摘
し
て
い

(3(

(

る
が
、
頭
書
本
仏
書
の
場
合
、
事
態
は
更

に
緊
迫
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
あ
る
テ
キ
ス
ト
が
あ
っ
て
、
こ
れ
に
複
数
の
頭
註
を
付
す
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
事
実
を
右
の
裁
判

事
例
は
示
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
『
禅
家
亀
鑑
』
の
例
は
そ
の
実
情
を
歴
々
と
見
せ
つ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
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五
、
元
禄
以
降
の
知
空
と
そ
の
出
版
に
つ
い
て

　

他
宗
に
お
い
て
積
極
的
な
頭
書
形
式
の
活
用
が
見
い
だ
せ
た
貞
享
二
年
刊
書
籍
目
録
で
あ
る
が
、
真
宗
に
は
同
様
の
趨
勢
が
見
い
だ
せ

な
か
っ
た
。
貞
享
二
年
刊
書
籍
目
録
に
は
寛
文
十
年
刊
書
籍
目
録
に
既
に
登
載
さ
れ
て
い
た
『
三
帖
和
讃
首
書
』（
六
冊
）
に
加
え
て
『
正

信
偈
要
解
首
書
』
（
五
冊
）
と
『
首
書
照
蒙
記
』
（
五
冊
）
が
追
加
さ
れ
て
い
る
が
、こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
知
空
に
よ
る
頭
書
本
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
天
台
宗
の
項
に
ま
で
範
囲
を
広
げ
る
な
ら
ば
『
因
果
経
頭

(41

(

書
』
に
「
西
本
願
寺
下
性
海
」
と
あ
る
が
こ
の
「
性
海
」
と
は
近
江
高

宮
円
照
寺
の
住
持
で
あ
っ
た
性
海
（
正
保
一
～
享
保
一
二
）
で
あ
ろ
う
、
彼
は
西
吟
の
弟
子
で
あ
り
、
そ
し
て
知
空
の
実
弟
で
あ
っ
た
。

　

右
は
真
宗
に
お
け
る
頭
書
本
仏
書
の
板
行
が
知
空
と
そ
の
近
親
者
に
限
定
さ
れ
て
い
た
の
が
如
実
に
示
さ
れ
た
結
果
と
言
え
る
。
こ
れ

は
当
時
の
西
本
願
寺
で
知
空
が
置
か
れ
た
状
況
に
起
因
し
よ
う
。

　

三
浦
真
証
は
『
本
願
寺
通
紀
』
な
ど
を
踏
ま
え
、
寛
文
末
頃
か
ら
「
順
当
に
御
堂
衆
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
が
、
学
林
で
の
講
義

を
代
講
と
さ
れ
、
さ
ら
に
代
講
も
外
さ
れ
る
と
い
う
、
い
わ
ば
知
空
排
除
の
憂
き
目
に
会
っ
て
い

(4(

(

る
」
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

閑
職
に
甘
ん
じ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
状
況
の
改
善
は
元
禄
期
に
入
り
漸
く
訪
れ
る
。
元
禄
八
年
、
念
願
叶
っ
て
西
本
願
寺
学

林
―
―
学
寮
の
使
用
は
結
句
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
―
―
が
再
興
さ
れ
、
知
空
は
能
化
と
し
て
『
楞
厳
経
』
の
講
義
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　

知
空
の
出
版
も
ま
た
、
延
宝
七
年
『
安
楽
集
鑰
聞
』
を
最
後
に
途
絶
え
て
い
た
が
、
元
禄
十
三
年
、
凡
そ
二
十
年
ぶ
り
に
『
註
維
摩
詰

経
日
講
左
券
』
が
出
版
さ
れ
る
。
本
書
は
元
禄
五
年
に
江
戸
浜
松
の
別
院
で
行
わ
れ
た
『
註
維
摩
詰
経
』
の
講
義
録
で
あ
っ
た
。
「
浪
速

散
人
不
可
得
照
空
」
な
る
人
物
に
よ
る
元
禄
十
二
年
の
跋
文
に
は
そ
の
出
版
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。

吾
師
、
往
年
在
于
江
府
講
「
維
摩
詰
経
」
之
次
、
採
摘
諸
家
註
疏
曰
鈔
録
之
以
為
講
時
之
左
券
者
積
満
十
軸
、
貧
道
、
嘗
託
侍
者
、
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而
繕
写
之
■
蔵
積
底
而
秘
也
。
尚
矣
属
日
、
有
書
肆
、
語
吾
余
曰
、
海
西
之
学
士
某
、
賜
斯
謄
本
乃
許
命
工
寿
梓
。
冀
、
校
讎
之

補
正
転
写
訛
闕
矣
。
其
言
至
切
無
所
於
辞
焉
。
余
、
亦
随
喜
此
書
流
行
于
世
。
窃
対
校
旧
本
略
訂
烏
焉
以
応
彼
之
索
而

(4(

(

已
。

　

こ
こ
に
登
場
す
る
「
書
肆
」
と
は
本
書
の
板
元
・
毛
利
田
荘
太
郎
で
あ
ろ
う
。
毛
利
田
庄
太
郎
。
ま
た
森
田
と
も
い
う
。
貞
享
元
年
頃

に
出
版
活
動
を
開
始
し
、
西
鶴
と
組
ん
で
『
椀
久
一
世
の
物
語
』
（
貞
享
二
刊
）
、『
好
色
五
人
女
』
（
貞
享
三
刊
）
そ
し
て
『
日
本
永
代
蔵
』

（
貞
享
五
刊
）
を
板
行
し
た
こ
と
で
知
ら
れ

(43

(

る
。
一
方
で
、
貞
享
三
年
に
浄
厳
が
著
し
た
『
光
明
真
言
観
誦
要
門
』
を
板
行
、
そ
の
縁
か
、

同
五
年
、
浄
厳
の
甥
・
蓮
体
の
『
真
言
開
庫
集
』
、
更
に
元
禄
六
年
に
も
『
礦
石
集
』
を
板
行
し
て
い
る
。
都
の
錦
『
元
禄
大
平
記
』
（
元

禄
一
五
刊
、
青
山
為
兵
衛
）
に
「
儒じ

ゅ

学
は
五ご

い井
加
助
門
弟
毛も

り利
田
庄
太

(44

(

郎
」
と
そ
の
名
を
挙
げ
て
、
実
際
に
元
禄
十
年
、
林
九
兵
衛
の
紹

介
で
古
義
堂
に
入
門
し
て
い
る
こ
と
か
ら
儒
者
の
印
象
が
先
行
す
る
が
、
半
面
、
仏
書
の
出
版
活
動
に
も
積
極
的
な
関
与
が
あ
っ
た
。
仏

書
に
限
れ
ば
、
元
禄
二
年
、
厚
見
道
純
に
よ
る
『
三
教
正
宗
』
を
、
ま
た
元
禄
六
年
、
浄
土
宗
僧
で
鼓
吹
物
作
家
と
し
て
も
知
ら
れ
る
松

誉
巌
的
の
『
略
論
安
楽
浄
土
義
詳
解
』
を
板
行
す
る
。
元
禄
十
年
に
は
頭
書
本
『
倶
舎
論
頌
疏
』
を
京
都
の
三
木
太
郎
右
衛
門
と
相
板
で

上
梓
、
『
註
維
摩
詰
経
日
講
左
券
』
は
管
見
の
限
り
、
こ
れ
に
次
ぐ
毛
利
田
に
よ
る
仏
書
出
版
と
な
る
。

　

元
禄
期
に
お
け
る
毛
利
田
庄
太
郎
の
出
版
に
つ
い
て
、
羽
生
紀
子
は
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

元
禄
期
の
当
主
は
、
門
弟
と
し
て
学
者
と
直
接
繋
が
り
を
も
つ
と
同
時
に
、
京
都
出
版
界
と
密
接
に
関
わ
っ
た
書
肆
サ
ー
ク
ル
に

属
し
、
学
者
達
の
作
者
活
動
を
支
え
て
い
た
。
貝
原
益
軒
と
の
交
流
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
毛
利
田
は
単
な
る
出
版
書
肆
と
し
て

で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
作
者
た
ち
の
生
活
に
深
く
関
わ
り
、
作
者
活
動
の
地
盤
を
提
供
し
続
け
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
毛
利
田
の

出
版
活
動
の
特
色
は
、
地
域
性
に
と
ら
わ
れ
な
い
幅
広
い
書
物
の
刊
行
に
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
こ
の
初
期
の
当
主
時
代
に
形
成
さ

れ
た
も
の
と
い
え

(45

(

る
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
毛
利
田
に
よ
る
知
空
の
講
義
録
出
版
は
ま
ず
京
都
か
ら
の
情
報
―
―
西
本
願
寺
学
林
の
再
興
と
知
空
の
能
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化
復
権
は
あ
る
程
度
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に
耳
敏
い
京
都
の
町
人
た
ち
に
よ
っ
て
語
ら
れ
た
だ
ろ
う
―
―
が
あ
り
、
更
に
大
坂
に
お
け
る

周
辺
の
学
者
仲
間
か
ら
の
「
不
可
得
照
空
」
な
る
人
物
が
未
刊
の
知
空
講
義
録
を
所
蔵
し
て
い
る
と
の
そ
れ
が
あ
っ
た
こ
と
を
契
機
と
し

よ
う
。
更
に
言
う
な
ら
ば
、
毛
利
田
庄
太
郎
の
仏
書
刊
行
に
は
あ
る
程
度
の
売
り
上
げ
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
浄
厳
に
つ
い
て
は
先
述
し

た
と
お
り
で
あ
る
が
、
松
誉
巌
的
に
つ
い
て
は
既
に
中
村
孫
兵
衛
ら
か
ら
『
善
導
和
尚
臨
終
正
念
要
决
鼓
吹
』
（
貞
享
四
刊
）
が
あ
る
。

本
書
は
好
評
を
博
し
た
と
思
し
く
、
ま
も
な
く
し
て
板
元
を
小
嶋
弥
三
右
衛
門
か
ら
川
勝
五
郎
右
衛
門
に
替
え
て
再
版
し
て
い
る
。
頭
書

本
の
板
行
に
つ
い
て
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
売
り
上
げ
の
見
込
め
な
い
学
問
書
の
出
版
が
多
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
毛
利
田
庄
太
郎
で

あ
る
が
、
仏
書
は
そ
の
範
疇
で
は
な
い
。
天
和
頃
か
ら
陸
続
と
現
れ
る
新
興
書
肆
ら
は
挙
っ
て
仏
書
板
行
に
関
わ
っ
た
が
、
そ
れ
は
仏
書

が
確
実
に
売
れ
る
書
物
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
毛
利
田
の
知
空
講
義
録
板
行
も
ま
た
売
り
上
げ
を
見
込
ん
で
い
た
可
能
性
は
高
い
。
そ
し

て
講
義
録
板
行
へ
の
期
待
値
の
高
さ
は
知
空
の
学
林
内
部
の
評
価
と
干
渉
し
な
い
。
こ
こ
に
真
宗
宗
学
に
限
定
さ
れ
な
い
外
向
的
な
知
空

の
仏
教
活
動
と
そ
の
著
述
の
汎
用
性
の
高
さ
を
見
出
し
う
る
。

　

宝
永
六
年
、
再
び
毛
利
田
庄
太
郎
か
ら
『
念
仏
三
昧
宝
王
論
語
鉗
』
が
板
行
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
正
徳
四
年
に
も
『
蓮
窓
塵
壺
』
な
ら

び
に
『
難
波
塵
壺
』
が
や
は
り
毛
利
田
か
ら
板
行
さ
れ
る
。
更
に
、
同
年
、
日
野
屋
半
兵
衛
か
ら
『
三
条
答
問
』
も
出
版
さ
れ
た
。

　

正
徳
六
年
に
は
『
十
門
弁
惑
論
裨
検
』
が
小
佐
治
半
右
衛
門
ら
か
ら
板
行
さ
れ
る
。

　

陸
続
と
行
わ
れ
た
出
版
は
知
空
が
本
屋
に
と
っ
て
出
版
す
る
に
値
す
る
人
物
だ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
ま
た
、
知
空
も
こ
れ
に
よ
く
応
え

た
と
思
し
い
。
正
徳
五
年
、
寺
島
良
安
の
手
に
よ
り
成
っ
た
『
和
漢
三
才
図
会
』
の
跋
文
を
知
空
が
記
す
。
真
宗
内
に
限
定
さ
れ
な
い
知

空
の
行
動
、
そ
し
て
当
代
の
評
価
を
こ
こ
に
も
見
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
以
後
、
享
保
三
年
に
没
す
る
ま
で
、
知
空
は
第
一
級
の

知
識
人
と
し
て
君
臨
し
た
の
で
あ
る
。
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結
語

　

以
上
、
知
空
の
講
義
を
中
心
に
、
仏
典
注
釈
の
流
れ
を
追
っ
た
。
仏
典
注
釈
を
出
版
と
と
も
に
見
直
す
こ
と
に
は
一
定
の
効
果
が
示
せ

た
と
思
う
。
そ
も
そ
も
近
世
仏
教
と
出
版
の
関
係
に
つ
い
て
、
例
え
ば
藤
井
学
が
「
出
版
技
術
の
発
展
は
経
典
や
聖
教
の
大
量
出
版
を
可

能
と
し
、
宗
祖
の
真
蹟
は
組
織
的
に
蒐
集
さ
れ
、
そ
の
研
究
は
進
ん

(46

(

だ
」
と
述
べ
た
よ
う
に
、
従
来
の
研
究
に
お
い
て
は
近
世
に
お
け
る

仏
書
出
版
の
わ
ず
か
一
側
面
し
か
評
価
し
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
十
七
世
紀
の
到
来
と
共
に
開
花
し
た
我
が
国
に
お
け
る
出
版
文
化
、

そ
し
て
仏
書
出
版
は
単
純
に
〈
経
典
や
聖
教
〉
の
出
版
に
限
定
さ
れ
な
い
。
仏
書
の
出
版
量
は
、
特
に
近
世
前
期
に
お
い
て
は
全
体
の
大

部
分
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
多
く
は
〈
経
典
や
聖
教
〉
の
注
釈
書

0

0

0

だ
っ
た
事
実
を
看
過
す
べ
き
で
は
な
い
。
知
空
に
つ
い

て
も
、
そ
の
思
想
的
未
熟
性
は
認
め
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
一
方
で
そ
の
先
進
性
、
積
極
性
、
そ
し
て
柔
軟
性
に
つ
い
て
は
こ
れ
を

評
価
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
は
知
空
に
限
定
さ
れ
ず
、
十
七
～
十
八
世
紀
前
半
に
お
け
る
宗
学
と
そ
れ
に
関
わ
っ
た
学
僧
ら
全
体
に
言
い
う
る
こ
と
で
は
な
い

か
。
近
世
前
期
は
萌
芽
的
雰
囲
気
も
あ
っ
て
そ
の
内
容
は
挑
戦
的
で
あ
り
、
先
進
性
を
備
え
て
い
た
。
長
ら
く
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た

近
世
仏
教
は
し
か
し
少
な
く
と
も
十
七
世
紀
に
お
い
て
は
多
く
の
学
僧
が
個
々
の
活
躍
に
対
し
て
真
摯
な
取
り
組
み
を
見
せ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
仏
典
注
釈
に
注
目
し
た
が
、
知
空
の
活
動
に
つ
い
て
、
興
味
深
い
物
の
一
に
出
版
を
介
在
さ
せ
た
宗
論
が
あ
る
。
寛
文
九
年
、

知
空
は
黄
檗
宗
鉄
眼
の
真
宗
肉
食
妻
帯
批
判
（
楞
厳
講
談
）
を
論
破
し
て
『
楞
厳
講
談
破
釈
』
を
板
行
し
た
。
更
に
鉄
眼
が
『
楞
厳
講
談

破
釈
評
判
』
を
、
そ
れ
へ
知
空
が
『
楞
厳
講
談
破
釈
評
判
再
破
』
を
板
行
す
る
。
出
版
を
通
し
た
宗
派
間
の
論
争
は
当
時
複
数
例
を
見
い

だ
せ
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
、
中
世
期
に
は
あ
り
得
な
か
っ
た
現
象
で
あ
る
。
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出
版
と
宗
論
に
つ
い
て
知
空
そ
の
他
の
事
例
を
詳
ら
か
に
す
る
こ
と
は
近
世
仏
教
、
ひ
い
て
は
近
世
そ
の
も
の
の
理
解
の
た
め
に
重
要

で
あ
る
。
こ
れ
を
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

〔
注
〕

（
(
）
藤
井
学
「
近
世
仏
教
の
特
色
」
（
『
日
本
思
想
大
系
五
七　

近
世
仏
教
の
思
想
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
）
。

（
(
） 

石
田
慶
和
「
近
世
真
宗
教
学
の
成
立
と
展
開
を
め
ぐ
る
一
考
察
」
（
『
近
世
仏
教　

史
料
と
研
究
』
三
号
、
近
世
仏
教
研
究
会
、

一
九
六
一
）
。

（
3
） 

そ
も
そ
も
真
宗
に
お
け
る
宗
学
な
ら
び
に
学
問
所
は
他
宗
派
に
著
し
く
後
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
浄
土
宗
は
慶
長
二
（
一
五
九
七
）

年
に
知
恩
院
・
尊
照
に
よ
り
本
末
制
度
が
整
備
さ
れ
、
ま
た
元
和
元
（
一
六
一
五
）
年
に
は
増
上
寺
の
存
応
発
案
に
よ
る
浄
土
宗

法
度
が
幕
府
に
よ
り
発
布
さ
れ
て
関
東
十
八
檀
林
が
公
認
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
東
本
願
寺
は
西
本
願
寺
に
更
に
後
れ
て
寛
文

五
（
一
六
六
五
）
年
、
第
十
四
代
法
主
・
琢
如
に
よ
る
創
設
、
宝
暦
五
（
一
七
五
五
）
年
に
高
倉
通
に
移
転
し
て
以
後
、
所
謂
〈
高

倉
学
寮
〉
が
整
っ
た
。

（
4
） 

准
玄
の
子
孫
が
東
本
願
寺
に
転
派
し
た
た
め
に
、
准
玄
も
ま
た
没
後
能
化
の
職
位
を
剥
奪
さ
れ
た
。
知
空
が
実
際
に
は
三
代
目
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
二
代
目
能
化
と
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
れ
に
よ
る
。

（
5
） 

御
堂
衆
に
つ
い
て
、
例
え
ば
和
田
幸
司
は
「
本
山
の
御
堂
の
仏
事
一
般
を
勤
仕
し
差
配
す
る
役
職
で
あ
る
。
蓮
如
の
頃
ま
で
は
６

名
の
清
僧
か
ら
な
っ
て
い
た
と
す
る
が
、
証
如
期
以
降
、
仏
事
だ
け
で
な
く
聖
教
の
訓
読
教
授
の
任
に
あ
た
っ
て
い
た
。
常
住
衆

の
中
で
も
さ
ら
に
特
化
さ
れ
た
職
能
を
有
し
た
と
考
え
て
よ
い
」
（
和
田
幸
司
「
近
世
初
頭
に
お
け
る
本
願
寺
定
衆
の
役
割
と
位
置

―
九
条
西
光
寺
を
事
例
と
し
て
―
」
、
『
教
育
実
践
学
論
集
』
一
二
号
、
兵
庫
教
育
大
学
大
学
院
連
合
学
校
教
育
学
研
究
科
、
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二
〇
一
一
）
と
説
明
す
る
。

（
6
）
宮
崎
円
遵
「
知
空
の
能
化
就
職
事
情
管
見
」
（
『
龍
谷
学
報
』
三
二
六
号
、
龍
谷
大
学
、
一
九
三
九
）
。

（
7
） 『
承
応
鬩
牆
記
』
（
妻
木
直
良
編
『
真
宗
全
書
』
五
〇
巻
〔
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
五
〕
所
収
）
に
よ
る
。
本
書
は
寛
文
三
年
の
成

立
で
あ
る
。
著
者
は
祐
俊
。
山
城
西
光
寺
十
二
世
、
ま
た
西
本
願
寺
の
御
堂
衆
と
し
て
仕
え
た
。

（
(
）
薗
田
香
融
「
黒
江
の
異
計
（
下
）
」
（
『
近
世
仏
教　

史
料
と
研
究
』
三
号
、
近
世
仏
教
研
究
会
、
一
九
六
一
）
。

（
(
）
伊
藤
顕
慈
「
知
空
の
行
信
論
研
究
」
（
『
真
宗
学
』
一
四
〇
号
、
龍
谷
大
学
真
宗
学
会
、
二
〇
一
九
）
。

（
(1
） 

三
浦
真
証
「
『
教
行
信
証
』
伝
授
の
一
試
論
―
―
寂
如
上
人
御
講
義
を
通
し
て
―
―
」
（
『
真
宗
学
』
一
四
〇
号
、
龍
谷
大
学
真
宗
学

会
、
二
〇
一
九
）
。

（
((
）
前
田
慧
雲
「
本
願
寺
派
学
事
史
」
（
『
新
編
真
宗
全
書　

史
伝
編　

一
〇
』
、
思
文
閣
、
一
九
七
七
）
。

（
((
） 『
浄
土
或
問
鉤
隠
』
の
本
文
は
大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
本
（
請
求
記
号　

宗
大
二
六
八
五
）
に
よ
る
。
引
用
に
あ
た
り
現
行
の
字
体

に
改
め
ま
た
適
宜
句
読
点
を
補
っ
た
。
判
読
不
能
箇
所
に
つ
い
て
は
■
と
す
る
。
以
下
、
本
文
の
引
用
は
い
ず
れ
も
同
様
と
す
る
。

（
(3
） 

以
下
、
寛
文
十
年
刊
書
籍
目
録
は
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
（
請
求
記
号　

別
・
一
四
／
二
／
二
三
）
に
よ
る
。
ま
た
、
本
稿
に

お
け
る
そ
の
他
書
籍
目
録
に
つ
い
て
は
『
江
戸
時
代
書
林
出
版
書
籍
目
録
集
成
』
（
井
上
書
房
、
一
九
六
二
～
六
四
）
を
参
照
し
た
。

（
(4
）
龍
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
『
遺
教
経
補
註
私
考
』
（
請
求
記
号　

二
四
一
．
六
／
二
四-

Ｗ
）
。

（
(5
）
大
正
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
『
遺
教
経
論
疏
節
要
補
註
私
考
』
（
請
求
記
号　

一
一
七
六
／
二
九
／
一
）
。

（
(6
） 

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
仏
遺
教
経
論
疏
節
要
』
（
請
求
記
号　

八
二
一
／
一
六
〇
）
の
本
文
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
（h

t
t
p
s
:
/
/
d
l
.
n
d
l
.
g
o
.
j
p
/
i
n
f
o
:
n
d
l
j
p
/
p
i
d
/
(
5
3
7
7
(
(

）
に
よ
る
。

（
(7
）
「
謹
奉
訴
状
」
（
『
破
邪
問
答
』
上
巻
、
妻
木
直
良
編
『
真
宗
全
書
』
五
〇
巻
〔
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
五
〕
所
収
）
。
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（
((
）
前
掲
注
（
(1
）
。
三
浦
真
証
「
『
教
行
信
証
』
伝
授
の
一
試
論
―
―
寂
如
上
人
御
講
義
を
通
し
て
―
―
」
。

（
((
） 

高
山
節
也
「
和
刻
漢
籍
鼇
頭
本
に
つ
い
て
―
―
そ
の
特
質
と
沿
革
―
―
」
（
『
日
本
漢
文
学
研
究
』
三
号
、
二
松
學
舎
大
学
、

二
〇
〇
八
）
。

（
(1
） 

国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
（
九
一
／
オ
八
／
一
五
〇-

二
）
。
刊
記
に
「
万
治
二
己

亥

歳
吉
旦
／
三
条
通
菱
屋
町
ふ

屋
／
林
伝
左
衛
門
尉
板
行
」
。
林
伝
左
衛
門
は
婦
屋
仁
兵
衛
と
と
も
に
林
甚
右
衛
門
の
板
木
を
多
く
譲
り
受
け
て
商
売
を
し
た
と
思

わ
れ
る
。
仁
兵
衛
が
浄
土
系
の
仏
書
板
行
に
勤
し
ん
だ
半
面
、
伝
左
衛
門
は
禅
籍
板
行
に
注
力
し
た
。
万
治
二
年
の
本
書
を
嚆
矢

と
し
て
、
頭
書
本
の
最
大
の
板
元
と
も
言
え
る
（
そ
の
き
っ
か
け
に
父
祖
・
林
甚
右
衛
門
に
よ
る
最
初
期
の
頭
書
本
板
行
『
老
子

鬳
斎
口
義
』
が
あ
っ
た
こ
と
は
穿
ち
過
ぎ
で
は
あ
る
ま
い
）
。
後
、
独
庵
玄
光
の
仏
書
板
行
に
も
深
く
関
わ
り
、
そ
の
頭
書
本
を
も

板
行
し
た
（
拙
稿
「
近
世
前
期
に
お
け
る
『
孝
養
集
』
板
本
の
伝
播
と
そ
の
背
景
」
〔
『
人
間
文
化
創
成
科
学
論
叢
』
一
八
号
、
お

茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院
人
間
文
化
創
成
科
学
研
究
科
、
二
〇
一
六
〕
参
照
）
。

（
((
）
以
下
、
『
頭
書

標
註

浄
土
或
問
』
の
本
文
は
大
正
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
（
請
求
記
号　

一
五
三
二
／
七
四
／
一
）
に
よ
る
。

（
((
）
ま
た
、
元
禄
九
年
刊
書
籍
目
録
に
「
三
、
ひ
の
や
半

金

や

半

浄
土
或
問
首
書
並
補
考　

西
山
蹄
全　

三
匁
」
。

（
(3
） 『
浄
土
或
問
事
義
補
考
』
の
本
文
は
『
近
世
漢
籍
叢
刊　

和
刻
影
印 

思
想
四
編
二
』
（
中
文
出
版
者
、
一
九
八
四
）
所
収
の
元
禄
三

年
影
印
版
に
よ
る
。

（
(4
）
『
浄
土
論
註
私
記
』
の
本
文
は
大
正
大
学
附
属
図
書
館
明
福
寺
文
庫
所
蔵
本
（
請
求
記
号　

一
／
二
一
八
／
七
）
に
よ
る
。

（
(5
） 『
増
訂
日
本
仏
家
人
名
辞
書
』
（
鷲
尾
順
敬
編
、
辞
典
叢
書
一
二
、
東
出
版
、
一
九
九
六
覆
刻
）
に
よ
る
。
た
だ
し
、
同
書
「
浄
土

宗
西
山
派
光
明
寺
歴
代
」
に
延
宝
二
年
十
月
十
七
日
就
任
、
元
禄
九
年
八
月
七
日
入
寂
と
す
る
が
、
「
円
空
」
の
項
に
は
「
山
城
光

明
寺
の
僧
な
り
、
円
空
字
は
久
団
、
俗
姓
生
国
未
詳
、
信
山
無
壁
に
師
事
し
て
浄
土
宗
西
山
派
の
学
を
修
め
、
尾
張
曼
陀
羅
寺
に



－ (( －－ (3 －

住
し
、
次
に
山
城
粟
生
光
明
寺
に
遷
り
、
其
教
を
弘
む
、
寂
然
並
に
世
寿
缼
く
」
と
記
し
て
混
乱
が
あ
る
。

（
(6
）
後
述
の
と
お
り
、
知
空
が
延
宝
九
年
に
こ
れ
を
利
用
し
て
い
る
か
ら
、
五
巻
本
の
刊
年
は
こ
れ
に
遡
り
う
る
。

（
(7
）
五
巻
本
『
盂
蘭
盆
経
疏
新
記
』
の
書
き
入
れ
は
大
正
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
（
請
求
記
号　

一
一
七
七
／
一
九
／
五
）
に
よ
る
。

（
((
） 
反
対
に
、
了
意
の
『
盂
蘭
盆
経
疏
新
記
直
講
』
と
五
巻
本
頭
書
『
盂
蘭
盆
経
疏
新
記
』
と
の
間
に
は
、
あ
る
程
度
の
影
響
関
係
が

見
い
だ
せ
た
。

（
((
） 『
愚
迷
発
心
集
』
の
著
者
・
貞
慶
（
解
脱
房
）
は
法
相
宗
僧
侶
で
あ
る
か
ら
法
相
宗
に
立
項
さ
れ
る
の
は
妥
当
で
あ
る
。
し
か
し
、

本
書
の
最
初
期
の
注
釈
書
で
あ
る
『
愚
迷
発
心
集
思
連
鈔
』
の
再
治
本
で
あ
る
『
愚
迷
発
心
集
寄
講
』
に
は
妙
心
寺
の
万
拙
が
序

文
を
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
著
者
・
守
元
は
臨
済
宗
の
僧
侶
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
（
拙
稿
「
浅
井
了
意
仏
書
考
―
『
無
量

寿
経
鼓
吹
』
を
中
心
に
―
」
〔
『
近
世
文
藝
』
一
一
〇
号
、
日
本
近
世
文
学
会
、
二
〇
一
九
〕
参
照
）
。
当
時
『
愚
迷
発
心
集
』
が
禅

宗
と
深
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
か
。

（
31
） 『
御
前
於
伽
』
の
本
文
は
『
御
前
お
と
ぎ
ほ
う
こ
』
（
三
三
文
房
、
一
八
九
一
）
に
よ
る
。
天
台
の
霊
空
と
は
天
台
宗
の
僧
侶
で
安

楽
律
院
の
開
祖
・
霊
空
（
承
応
一
～
元
文
四
）
、
覚
彦
は
真
言
律
宗
の
中
興
と
い
わ
れ
る
浄
厳
覚
彦
（
寛
永
一
六
～
元
禄
一
五
）
。

玄
光
は
肥
前
出
身
の
曹
洞
宗
僧
侶
の
独
庵
玄
光
（
寛
永
七
～
元
禄
一
一
）
。
高
泉
は
黄
檗
宗
の
僧
侶
で
明
か
ら
渡
来
し
た
高
泉
性
潡

（
崇
禎
六
～
元
禄
八
）
。
浄
厳
と
霊
空
を
律
、
玄
光
と
高
泉
を
禅
宗
と
す
る
。
四
者
中
、
三
者
が
一
七
〇
〇
頃
に
没
し
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
て
も
、
『
御
前
於
伽
』
自
体
は
元
禄
十
六
（
一
七
〇
三
）
の
板
行
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
凡
そ
十
七
世
紀
末
ま
で
の
世
間
の

評
価
と
見
な
し
う
る
だ
ろ
う
。

（
3(
）
『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』
（
浄
土
宗
大
辞
典
編
纂
委
員
会
編
、
浄
土
宗
出
版
、
二
〇
一
六
）
「
阿
春
」
参
照
。

（
3(
） 

虚
白
に
つ
い
て
は
目
録
な
ど
に
毛
利
貞
斎
と
同
一
視
す
る
向
き
も
あ
る
が
、
確
定
し
な
い
。
（
母
利
司
朗
「
毛
利
貞
斎
著
作
考
」〔
『
東
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海
近
世
』
八
号
、
東
海
近
世
文
学
会
、
一
九
九
七
〕
参
照
）
。
た
だ
し
、
寛
文
十
刊
頭
書
『
戒
殺
放
生
文
』
の
刊
記
を
見
る
限
り
本

書
は
「
洛
陽
文
舘
虚
白
」
個
人
の
板
行
と
考
え
ら
れ
、
そ
こ
に
宗
教
色
を
見
い
だ
せ
な
い
。
「
虚
白
」
が
仏
家
で
は
な
か
っ
た
可
能

性
は
高
い
の
で
は
な
い
か
。

（
33
） 

延
宝
五
年
板
『
禅
家
亀
鑑
』
の
本
文
は
岐
阜
市
立
図
書
館
所
蔵
、
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
『
頭
書
禅
家
亀
鑑
』（
請

求
記
号　

二
五
三
／
七
三
／
八
）
に
よ
る
。
翻
刻
に
あ
た
り
国
文
学
研
究
資
料
館
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（h

t
t
p
s
:
/
/

k
o
t
e
n
s
e
k
i
.
n
i
j
l
.
a
c
.
j
p
/
b
i
b
l
i
o
/
(
1
1
1
(
7
7
(
6
/
v
i
e
w
e
r
/

）
を
参
照
し
た
。

（
34
）
延
宝
六
年
板
『
禅
家
亀
鑑
』
の
本
文
は
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
（
請
求
記
号　

一
九
六
／
六
一
）
に
よ
る
。

（
35
）
大
谷
大
学
図
書
館
古
典
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（h

t
t
p
:
/
/
b
i
b
.
o
t
a
n
i
.
a
c
.
j
p
/
c
a
t
/
i
t
e
m
v
i
e
w
.
p
h
p
?
i
d
=
(
(
/
1
1
1
7
(
5

）
参
照
。

（
36
） 

た
だ
し
、こ
れ
以
外
に
も
『
禅
家
亀
鑑
』
の
出
版
に
は
混
乱
が
見
い
だ
せ
る
。
元
禄
九
年
刊
書
籍
目
録
に
は
虚
白
註
の
板
元
を
「
吉

野
屋
」
そ
し
て
祖
実
註
を
「
村
上
勘
左
」
と
し
、
『
元
禄
・
正
徳　

板
元
別
出
版
書
総
覧
』
に
は
虚
白
註
の
板
元
を
吉
野
屋
徳
兵
衛
、

祖
実
註
を
村
上
勘
左
衛
門
（
相
板
書
肆
を
林
久
二
郎
）
と
す
る
が
、
実
際
に
は
虚
白
註
（
延
宝
六
年
再
版
）
の
板
元
は
村
上
勘
兵

衛
（
平
楽
寺
）
で
あ
り
、
祖
実
註
（
延
宝
五
年
板
）
は
吉
野
屋
想
兵
衛
で
あ
る
。

（
37
） 

宗
政
五
十
緒
・
朝
倉
治
彦 

編
『
京
都
書
林
仲
間
記
録 

五 
(

京
都
書
林
行
事
上
組
済
帳
標
目(

 

改
版
』
（
ゆ
ま
に
書
房
、

二
〇
〇
二
）
。

（
3(
） 

た
だ
し
、
戸
嶋
は
天
和
元
年
頃
に
は
江
戸
を
追
放
さ
れ
、
板
木
を
譲
渡
し
て
い
る
と
い
う
（
市
古
夏
生
編
『
元
禄
・
正
徳
板
元
別

出
版
書
総
覧
』
〔
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
四
〕
参
照
）
。

（
3(
） 

市
古
夏
生
「
近
世
に
お
け
る
重
板･

類
板
の
諸
問
題
」
（
『
近
世
初
期
文
学
と
出
版
文
化
の
研
究
』
〔
近
世
文
学
研
究
叢
書
八
、
若
草

書
房
、
一
九
九
八
〕
所
収
）
。
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（
41
） 

西
村
九
郎
右
衛
門
板
行
の
頭
書
本
『
仏
説
善
悪
因
果
経
』
か
。
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
本
（
請
求
記
号　

ヤ
五
／
九
五
）
は
一

巻
一
冊
、
巻
末
に
、
「
五
条
橋
通
扇
屋
町
／
丁
子
屋
／
西
村
九
郎
右
衛
門
開
板
」
と
刊
記
を
付
す
の
み
で
、
注
釈
者
名
は
付
さ
な
い

が
、
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（h

t
t
p
:
/
/
d
b
r
e
c
.
n
i
j
l
.
a
c
.
j
p
/
K
T
G
_
W
_
4
(
(
(

）
に
は
著
者
と
し
て
「
性
海
（
せ
い
か
い
）
」

を
挙
げ
る
。
た
だ
し
、
「
性
海
」
の
読
み
は
「
シ
ョ
ー
カ
イ
」
が
正
し
い
。
ま
た
、
性
海
の
著
述
と
し
て
は
、
「
著
作
無
量
寿
経
顕

宗
疏
十
七
巻
、
正
信
偈
要
解
刊
定
説
五
巻
、
小
経
聞
持
記
補
科
三
巻
、
因
果
経
首
書
一
巻
」
（
前
掲
註
（
(5
）
鷲
尾
順
敬
編
『
増
訂

日
本
仏
家
人
名
辞
書
』
）
。

（
4(
）
前
掲
注
（
(1
）
三
浦
真
証
「
『
教
行
信
証
』
伝
授
の
一
試
論
―
―
寂
如
上
人
御
講
義
を
通
し
て
―
―
」
。

（
4(
） 『
註
維
摩
詰
経
日
講
左
券
』
の
本
文
は
大
正
大
学
附
属
図
書
館
明
福
寺
文
庫
所
蔵
本
（
請
求
記
号　

明
福
寺
文
庫　

五
／
九
／
四
）

に
よ
る
。

（
43
） 

毛
利
田
庄
太
郎
の
出
版
物
に
つ
い
て
は
羽
生
紀
子
「
岡
田
三
郎
右
衛
門
・
毛
利
田
庄
太
郎
出
版
書
目
年
表
」
（
『
鳴
尾
説
林
』
五
号
、

狂
孜
会
、
一
九
九
七
）
他
参
照
。

（
44
） 『
元
禄
大
平
記
』
の
本
文
は
『
都
の
錦
集
』
（
中
嶋
隆
校
訂
、
叢
書
江
戸
文
庫
六
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
九
）
所
収
『
元
禄
大
平
記
』

に
よ
る
。

（
45
） 

羽
生
紀
子
「
本
屋
毛
利
田
庄
太
郎
の
活
動
―
―
西
鶴
周
辺
の
書
肆
―
―
」（
『
武
庫
川
国
文
』
五
〇
号
、
武
庫
川
女
子
大
学
国
文
学
会
、

一
九
九
七
）
。

（
46
）
前
掲
注
（
(
）
藤
井
学
「
近
世
仏
教
の
特
色
」
。

〔
付
記 

〕
本
稿
は
国
文
学
研
究
資
料
館
共
同
研
究
（
若
手
）
「
近
世
前
期
に
お
け
る
和
刻
本
仏
書
の
基
礎
的
研
究
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で



－ (5 －

近世前期の仏典注釈（木村）

す
。
執
筆
に
あ
た
り
、
資
料
の
閲
覧
と
使
用
の
許
可
を
下
さ
っ
た
諸
機
関
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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